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「古詩十九首」という、中国は後
漢の頃、作者の名を記さない一群の
詩がある。そこに歌われているの
は、人生は死へと向かう短い時間で
あるという認識、それに基づいた快
楽の追求である。「生年　百に満た
ざるに、常に千歳の憂を懐く。昼短
く　夜の長きに苦しむ、何ぞ燭を秉
って遊ばざる」（其十五）
共感と同時に、違和感を覚えるの
は、生死という問題の解決策として
挙げられているのが、現世における

栄達であり、物質的な充足であっ
て、精神的なものへと向かう傾きが
ないことだ。こうした思想の淵源を
たどれば、戦国時代前期の楊朱に行
き着く。諸子百家にあって、彼は徹
底した快楽を説いた。しかし考えて
みれば、こうした思想は楊朱以前に
も、五百年後の「古詩」の時代にも、
常にひとびとの意識の底流にあった
に違いない。われわれにおいてさ
え、なおそうであろう。
ところで、詩の歴史においては、
初唐の盧照鄰にひとつの変化が見ら

れる、と思う。「長安古意」に描かれ
る栄華の都長安は、篇末にいたって
一瞬のうちに消滅するのだが、詩人
は変化するもののなかに、永続する
ものを見ようとしているかに思え
る。そこには恐らく仏教的なものの
見方が反映されている。証明するこ
とは難しいけれども。
さて求道と快楽と、この古くから
の問いに対して、いまを生きるわれ
われは、どのような解決を見いだす
のであろうか。

（乾　源俊）

谷コレ、何コレ？
大谷大学コレクション2005

2005年度課外活動
秋季大会結果

学問のしおり
「このこと一つ」の学問
水島　見一

谷大エリア散策
ル・プラヌール

写真でふりかえる大谷大学今昔
特別展「ファウスト　伝説と作品」と
ドイツ文学講座を支えた三教授

SQUARE
マナーモード
谷口　奈青理
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幼教フェスティバルより
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てもらえたらなと思う。また自分が
作ったアクセサリーをいろいろな人
に手にとってもらい、身につけても
らえたら最高だ。僕はヴィヴィア
ン・ウエストウッドとヤポンスキー
が好きなのだが、愛され、身につけ
る人を幸せにし、大切にしてもらえ
るセンスのいいものをたくさん作っ
ていきたいと思う。
また僕にとってショップを覗くこ
とは、すごく刺激になり、店員さん
と話をするのも楽しみだ。よく顔を
出していたセレクトショップ「ディ
バイス」（御幸町通六角下ル）の店員
さんには「うちのファッションショ
ーにモデルとして出ませんか？」と
声をかけてもらい、11月27日に大阪
で行われたspinnsとVantanのコラボレ
ーションイベント「まわる大創作展
～ザ・ムービング～オレンジストリ
ートを封鎖せよ！！」で「ディバイス
のファッションショー」のモデルと
して出させてもらった。緊張もあっ
たが、とてもいい経験で得るものは
大きく、イベント終了後は気持ちよ
かった。ショーを通していろんな人
やデザイナーと知り合うことができ、
とても幸せな１日だった。やっぱり、
この場所からいい刺激やこれからの
ファッションは進化していくんだろ
うなと思った。最高だった。
格好いい素敵なオヤジになれるよ
う、これからも「らしさ」を大切に
したファッションを作っていきたい
と思う。

よしかわ　りょうしん
真宗学科　第３学年

真っ赤なコンバースのオールスタ
ー、それが小学校６年生のときに初
めて自分で購入したアイテムだ。好
きな女の子との待ち合わせ中、真っ
赤なスニーカーにお気に入りのデニ
ム姿で弾んだ気持ちになったことを
覚えている。ファッションは、外見
だけのものではなく、見せて、見ら
れる数秒間への思いも大切だと僕は
思う。
今、僕は自分のブランド「Ryoshin」
を立ち上げ、洋服やアクセサリーを
作っている。個性的な素材を見つけ、
スパイスの利いた新作が完成した時
は充実感でいっぱいになる。今日、
胸元につけているアクセサリーも、
素材を活かして作った一点ものだ。
チェーンを重ね、小さなベルやチュ
ッパチャプスの食玩などを組み合わ
せてみた。全体の服のバランスはも
ちろん大切だけれど、アクセサリー
や巻物などの小物でも服の表情は、
ぐんと変わる。雰囲気を変えたいと
きは小物で色々な表情を引き出せる。
アクセサリーはシーズン問わず使え
るアイテムでもあるし、男性も積極
的にファッションに取り入れていっ

「衣服は単なる物体ではなく、着る（選ぶ）人の精神がかたちとして表れるものなんだなー」と再認識させられ

る今回のテーマは《大谷大学コレクション2005》です。

一目見て、「何！？これ？！」と思わず叫びたくなるような個性的なファッションから、いわれてはじめて「なるほど、

これか」と納得するこだわりのファッションまで、キャンパスを歩けば必ずどこかにいるはずのあの人・この人に

登場願いました。オールカラー・全身写真付で《谷コレ》の開幕です！

（ ）

進化するファッション
川　了真

Q.１　今日のファッションポイントは？
A.１　オリジナルアクセ

Q.２　好きなブランドは何？
A.２　ヴィヴィアン・ウエストウッド

Q.３　よく読む雑誌は何？
A.３ 『TUNE』、『SEDA』

Q.４　今、行ってみたい場所はどこ？
A.４　海遊館、ロンドン

大好きな
ヴィヴィアン

新作ブローチ

胸元のポイント

谷コレ、何コレ？
大谷大学コレクション 2005

谷コレ、何コレ？
大谷大学コレクション 2005
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最近BEAMSで購入したツイードの
ジャケットが秋冬アイテムでもお気
に入り。母親から譲り受けたSEIKO
の時計との相性もばっちりだ。私の
コーディネートは、基本的に「シン
プル」を心がけている。
靴はアクセント程度と思われがち
だが、私にとっては大切なポイント
の１つだ。今日履いている黄土色の
蛇柄の靴も丸みを帯びたフォルムの
ラウンドトゥであまりのかわいさに
一目惚れ買いしてしまった。スカー
トよりもパンツをはくことが多い私
は、フリルや飾りが多くついたもの
よりも着こなしの幅が広いシンプル
なものを無意識に選んでいる気がす
る。甘い色だけで全身をまとめるの
は苦手で、茶や黒が大好きなので、
さし色にゴールドをもってくること
が多い。せっかく女の子に生まれた
のだからと、最近はラインが綺麗に
映える服を選んで、着デブにならな
いようにしている。最近流行の美脚
パンツの威力もすごいなと感じる。
そんなことを考えつつ日々を過ご
しているのだが、ファッションに対
しての胸キュンは、恋に落ちること
と同じく、一目惚れをしてしまった
らもうおしまいだ。「かわいい！！」
叫んでレジに直行。財布の中身は寂
しくなってしまうけれど、帰宅して、
今日の戦利品の包みを開ける瞬間の
幸福感は、筆舌に尽くし難い。女の
子なら誰もが感じたことのある気持
ちだろう。
ちょっと、いつもより大人っぽい
服装をしたり、シンプルな中にもか
わいい部分がある服を着たり、装

よそお

う

ことで新しい自分をどんどん発見す
ることがある。今季にしか出逢えな
い服もある。どんな場面でも、その
時、その場面のオシャレを楽しみた
いものだ。

ことうげ　かなこ
史学科　第４学年

表紙のことば
ばっちり決めたぜ！歓喜のポーズ
身体は、ものを食べて大きくなる
そして何かを為し遂げるための
一所懸命な時間
人のこころは
そうした時間で大きくなる

詳しくは「夏炉冬扇」という。夏の

炉や冬の扇のように役にたたぬことの

意味に用いる。ここでは役にたつたた

ないの次元をこえて一筋の道に生きる

精神をあらわす。

冬扇�

私のシンプルコーディネート
小峠　嘉奈子

Q.１　今日のファッションポイントは？
A.１　蛇柄のラウンドトゥシューズ

Q.２　よく行くお店はどこ？
A.２　BEAMS

Q.３　よく読むファッション雑誌は何？
A.３ 『Sweet』、『In Red』

Q.４　今日のカバンの中身は？
A.４　財布、携帯電話、ウォークマン

化粧ポーチ、裁縫道具

（ ）

ラウンドトゥシューズ

サリーを着用
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上司の業務命令により。後にも先
にも理由はこれだけ。しかしそれも
数年前のこと。さすがにもう無効で
しょう。ではなぜのばしているの
か？
やめるのには理由がいるのだ。始め
るのには理由がある。好きだから、必
要だから。ぼくの場合は命令だけど。
一度自他ともに、あるいは社会的
に定着してしまったものをやめるに
は、それなりの理由を表明しないと
収まりはつかなさそうだ。曰く、「遠
距離に負けた」、「体に悪いから」、
「もうそんなの卒業よ」、云々。単に
「や～めた」では済まされない、引く
に引けないこの恐ろしき底なし沼。
ついには「やめろと言われたから」
と他人にまで理由を求めてしまう。

例えばスーツ。大学を卒業すると
スーツを着る機会が多くなる方も多
いだろう。でも冷静に見てみると、
上下同じ生地で同じ柄のセットアッ
プ、なんとも奇怪な組み合わせ。ジ
ーパンとジージャン、これは難しい
組み合わせ。ジャージだって上だけ
ならいいけど、上下揃いだったら繁
華街のアスリートだ。でもスーツな
ら安心、どこへでも訪問できるし、
いつでもお客様をお迎えできる。高
級レストランだってへっちゃらだ。
というわけで真偽はともかく、これ
をやめるのには理由がいる。それも
かなり強力な理由が。
それでは歴史にならってみよう。
紋付袴と裃、あるいは背広と半ズボ
ンハイソックス、どちらが公的場面
で着用されてたか。それぞれ後者に
違いないが、今それをしたら時代劇
の撮影かコスプレにしかならなさそ
う。これはボツだ。
「普遍的な衣服も、いくつかの主要
な有効圏の最終機能群と同じ資格で
同じライン上に並ぶと一つの機能項
にすぎない」（ロラン・バルト，『モ
ードの体系』，みすず書房，1972，
p.291）
．．．．．．？？？．．．．．．これもだめ
だ（引用としてもだめ。卒論でこれ
をすると悲しげな表情をした先生に
肩をぽんと叩いてもらえます）。
やはり理由を外に求めるのは間違
い。何をするのもぼくの中の好み次

「いらっしゃいませ、何かお探しで
すか？」今、私は大好きな服たちに
囲まれる「BAMBOO」（寺町通六角西
入ル）というショップでアルバイトを
している。小さな頃から、おしゃれ
をすることが大好きで、新しい服を
買うときは、ワクワクしていた。こ
の時期、働いているショップは秋冬
の新作コレクションが並び、社員割

引があることも手伝って財布の紐は、
ついついゆるんでしまう。でも、季
節ごとに自分のショップが発表する
コレクションを見ると、やっぱり胸
が躍る。シーズンに先駆けてデザイ
ナーが創る作品たちをいち早く見る
ことができ、手に入れられる。大好
きなアパレル業界で将来、仕事して
みたいと思う私にとって、ショップ

Q.１　今日のファッションポイントは？
A.１　タータンチェックのネクタイ

Q.２　よく行くお店はどこ？
A.２　山根洋服店、学生食堂

Q.３　最近気になることは？
A.３　男性のベルトの位置

Q.４　今日のカバンの中身は？
A.４　持ち歩かないので、ポケットには

財布、携帯電話、タバコ、頂いた
ジッポ、ハンカチ

（ ）

ボクがヒゲをのばすわけ
野澤　弘篤

創・匠・商 原田　歩

第。好きな色、好きな形、好きな人
からもらったもの、言い分はどうあ
れ、好きを超える理由なんかないん
だから。オレに近づくな！オレを見
てくれ！かわいいでしょ！なんだっ
ていい。「好き」があればなんだって
できるんだから。
で、ヒゲ。どうしよう。

のざわ　ひろあつ
教育研究支援部　職員ジッポとハンカチ

は勉強の場であり趣味の場でもある。
今季、ショップで最も売れ筋のアイ
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テムは紫色や緑色のベストだ。そし
て、私が注目している色は、紫色と
茶色で、かわいい、かつ女性らしい
着こなしには、もってこいの色だと
思う。服はトータル的な色のバラン
スがすごく重要で、どこかに「抜け」
た感じをもってくると自然な感じに
なると思う。今日アウターとして着
ているアイテム「プードルファー」
にも、ゴージャスながらカジュアル
さを大切にしてみたかったので、コ
サージュをつけ黒地に白色をたして
みた。
ショップで働いているとお客様か
ら「このスカートって何と組み合わ

せるのが一番いいんですか？」など
などお問い合わせを受ける。私の着
ていた服と同じものを買ってくれた
り、私が全身トータルコーディネー
トしたスタイルを気に入ってくれ、
上から下まで服を買ってもらえた時
はやはり嬉しい。その人に似合い、
その人の「こういうのが着てみたい」
と求めていたファッションに反応で
きたことにやりがいを感じる。同時
に自分がかわいいと思ったファッシ
ョンを認めてもらえたような気がし
て嬉しくなる。ファッションには、
服の創（デザイナー）、匠（繊維業界）
そして商（ショップ）の要素がある。
どの要素も大切だ。これらが三位一
体となって新しいファッションが発
信されている。私もいつの日かアパ
レルのプロとなれるよう、自分のフ
ァッションを楽しみたい。

はらだ　あゆみ
史学科　第２学年 Q.１　今日のファッションポイントは？

A.１　パンツ（正面からはスカート、
後ろからは、パンツに見える）

Q.２　よく行くお店はどこ？
A.２　who's who

Q.３　よく読むファッション雑誌は何？
A.３ 『PS』、『spring』

Q.４　今日のカバンの中身は？
A.４　財布、携帯電話、ショップで着るベスト、

化粧ポーチ、勉強道具、手帳、鏡

オシャレ大好き！

和柄のベルト

（ ）

ファッション事始め
松永　克人

Q.１　今日のファッションポイントは？
A.１　和柄のベルト、友達のみかんの店で

買ったスパッツ

Q.２　よく行くお店はどこ？
A.２　spinns、EDEN

Q.３　よく読むファッション雑誌は何？
A.３　『smart』、『カジカジ』

Q.４　今日のカバンの中身は？
A.４　ヘアワックス、インスタントカメラ、

財布、携帯電話、授業の道具、チョコ
レート（森永ダース所有率、高し！）

ファッションに興味を持ち始めた
のは、大学に入ってからだ。今では
ファッションについて話ができる友
人も増え、嬉しい。フリーマーケッ
トで買ったパンツを短く切ったり、
何かしら手を加えることで、ショッ
プで見つけたレアものなみに自分の
大切なコレクションになったりする。
親からの仕送りやアルバイトでやり
くりする「お金はなくても時間はあ
る」学生の僕は、高価なものを清水

きよみず

買い（清水の舞台から飛び降りるよう
な買い物）することもあるけれど、自
分が愛してやれる服を見つける、シ
ョップで値段以上のものを発見する、
それらも楽しみなのだ。余談だが、
少年マガジンに連載中の「ファッシ
ョンリーダー　今井正太郎」（作者：
西山佑太）の主人公のオシャレへの悪
戦苦闘がおもしろい。ファッション
を取り上げたマンガで笑えるし、ぜ
ひ読んで欲しい。
また「それ、どこで買ったの？」
そう尋ねたり、尋ねられたりしなが

ら、変な格好をしたり、いつも明る
くふるまっていると友達が増えると
思う。話の糸口にも、ファッション
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は一役買っている。いつものベーシ
ックなコーディネートを物足りなく
感じたら、マフラーやベルト、バッ
ク、腕時計など小物を加えたりする。
ファッションもそうだが、日々の生
活もちょっとした遊び心で新しい発
見があるような気がする。少しずつ
だけど、自分のワードローブ（意味：
個人の持ち衣装 『大辞泉』より）も

ファッションについて表現するこ
とばには、たとえば「かわいい」と
か「ジミ」だとか色々ある。普段何
気なく使っているそのようなことば
について、それぞれどういう意味か
をじっくり考えたことがあるだろう
か。
ここで取り上げた『「いき」の構造』

（九鬼周造著）は、そんなことばを説
明した本である（実はウソ！本当は、
日本人の美意識を考察した本である。
だが、私にはファッション哲学の本
のように思える）。この著者は、「い
き」を「垢抜して（諦）、張のある
（意気地）、色っぽさ（媚態）」と定義
する。そして、直六面体の形を使っ
て「ことばとことばの関係性」でこ
とばの意味を表している（図を参照の
こと）。意気・野
暮、甘味・渋味、
上品・下品、派
手・地味と「すべ
ての頂点は、互
いに対立関係」
を表す（よく考え
られているとは
思いませんか）。

そして、ここに挙がっていないこ
とばもこの８語で表現されている。
たとえば『「きざ」は派手と下品とを
結びつける直線上』に位置している
とか、『「雅」は上品と地味と渋味と
の作る三角形を底面とし、Oを頂点
とする四面体』であるとか、これら
も何となくわかる気がする。
この本は文章の運びも「いき」で
ある。「うぶな恋も野暮である。不器
量な女の厚化粧も野暮である。」なん
て、ちょっと書けない表現である。
あるいは、『横縞よりも縦縞の方が
「いき」であるといえる。およそ、横
縞は場面を広く太く見せるから、太
った女は横縞の着物を着るに堪えな
い。それに対して、すらりと細い女
には横縞の着物もよく似合うのであ
る。全体の基本において既に「いき」
の特徴を持った人間が横縞に背景を
提供するときに初めて、横縞が特に
「いき」となるのである。』にしたっ
て、「ほっといて！」と思うが、当た
っているだけに何も言えない。ただ、
この著作の場合、最初に言いたいこ
と（感情）があり、それに一生懸命理
論をくっつけようと無理をした感じ
がする。哲学書がこんなに非論理的
で良いのだろうかとは思うのである
が、もちろん私がシロウトだからそ
う感じるだけなのかもわからない。
閑話休題、皆さんは、この図で言
うとどのあたりがお好みだろうか。
私の目標は、「意気」と「上品」と
「派手」の三角形の中で「上品」寄り
を狙うのだが、はてさて、うまくい
っているかどうか。

≪「意気」をめざそうとする学生へ≫
『一般に「いき」は知見を含むもの
で、したがって「年の功」を前提と
している。「いき」の所有者は、「垢
のぬけたる苦労人」でなければなら
ない』だそうである。「意気」への道
は遠いのである。
＊九鬼周造著,「いき」の構造，（岩波
文庫　33-146-1）岩波書店，1979年
仮名遣いはすべて原文どおり。また、
図は44ページ。

やまもと　たかこ
助教授　図書館情報学

増えてきた。朝、着ていく服を選ぶ。
ちょっと冒険的な服を選んだ日は、
スリリングな緊張感もあるせいか、
姿勢良く胸を張って歩いている気持
ちがする。「今日の自分は好きなもの
を着ている」という意識が気分を高
揚させ、景色や空気の色さえ明るく
見える。
いつか歳をとり、おっさんと呼ば

（ ）

誤釈『「いき」の構造』
山本　貴子

Q.１　今日のファッションポイントは？
A.１　ウエスタン・ブーツとサングラス

Q.２　よく行くお店はどこ？
A.２　Biffi、Angelas

Q.３　よく読むファッション雑誌は何？
A.３　『Glazia』

Q.４　最近、気になることは何ですか？
A.４　「高級ブランド＝海外製品」のような

風潮がかなしい。国産でもいいものは
たくさんあります。気に入ったブラン
ドを発掘するのは楽しいですよ。

れる年齢になっても、自分の娘や息
子に「お父さん、かっこいい！」と
言ってもらえるような服装の親父に
なりたいと思う。

まつなが　かつひと
真宗学科　第２学年

＊

（ ）
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本学文学部真宗学科第２学年の
川上源太さんが、11月に開催され
ました日本カメラフォトコンテス
トモノクロプリント部門にて、銀
賞を受賞されました。下の「花と
の対比。」が、1070点の応募作品
の中から選ばれ、雑誌「日本カメ

となりましたが、カラー写真にも
挑戦していきたいです。ぜひ写真
部へ自動現像機の寄贈をお願いし
ます」と話してくれました。今後
ますますのご活躍が期待されま
す。 （企画室）

ラ」11月号に掲載されました。審
査員の金村修氏は「カメラマンの
嫌な態度が非常によく出た写真だ
と思います。さらなるアーバス的
な追究を目指してもらいたいで
す」と評され、さらに12月号では
「眼鏡な世界」が銅賞の受賞とな
りました。川上さんは、本学写真
部に在籍し、愛用のニコンF100
で日々、シャッターチャンスを追
っています。川上さんは「現実を
可能な限り、そのままに表現する
写真家ダイアン・アーバス的と評
され、嬉しいです。人物撮影が好
きで今回はモノクロ写真での受賞

真宗学科第2学年川上源太さん、日本カメラフォトコンテスト銀賞受賞

「花との対比。」

川上　源太さん

2005年度関西学生サッカー連盟
秋季リーグⅡ部Ａブロックの得点
王、また大会優秀選手に本学文学
部社会学科第４学年、幸山聡太さ
んが選ばれました。秋季リーグは
９月から11月にかけて行われ、幸
山さんは本学サッカー部のFW
（フォワード）として出場し、秋

季リーグ中、９ゴールを決めⅡ部
Ａブロックの得点王に、また大会
優秀選手に選ばれました。本学サ
ッカー部は春季リーグ入替え戦で
Ⅲ部からⅡ部に昇格し、秋季リー
グにおいて、Ⅱ部Ａブロック６位
と健闘しています。ストライカー
は、ゴールという形で自らのサッ
カー部への思いを表しました。
「僕にとって、チームの仲間が大
学４年間の財産です。このチーム
での最後のリーグ戦で最高の成績
を作りたいと思いました。怪我で
練習に出られず、試合にのみ出る
時期は辛かったですが、秋季リー
グではチームワークを追求し、自
分のサッカーを表現することがで

社会学科第4学年幸山聡太さんが得点王、大会優秀選手に！

サッカー部一同

幸山　聡太さん

き、良かったと思います。サッカ
ー部は部員募集中で未経験者でも
大歓迎です。サッカーに興味があ
る人は、気軽に練習を見に来て下
さい」と「FC Mi-o びわこKusatsu」
のセレクション（技能試験）１次
テストを終えたばかりの幸山さん
は話してくれました。

（企画室）
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図書館では、新しい試みとして
「学生選書プロジェクト」を開始
しました。昨年７月より館内に設
置した意見箱『館長直々』には、
「もっと今読みたい本を入れてほ
しい」という声が数多く寄せられ
ています。そこで、学生利用者自
らが今必要としている本を提案で
きる仕組みを作ろうと、本プロジ
ェクトを企画しました。

者の目で選んだ「今読みたい本」、
ぜひご利用ください。

（図書・博物館課）

10月中旬に行った第１期の募集
には13名の応募があり、館長面接
の結果、８名の学生ボランティア
スタッフが決定しました。任期は
３月までで、活動方針についての
話し合いや図書購入、紹介を行い
ます。紹介図書は貸出可能です
（一部禁帯出もあります）。４月か
らの第２期スタッフ募集は２月中
旬頃から行う予定です。学生利用

学生選書プロジェクト始動！

話し合いの様子

10月29日g、本学を会場に財団
法人大学コンソーシアム京都が主
催する「京都の大学『学び』フォ
ーラム2005」が開催されました。
このフォーラムは、高校生を対
象に「大学で学ぶおもしろさ」を
伝え、高校生活における「学習意
欲の向上」や「大学入学目的の明

にふれてみようと参加していまし
た。
また、休憩時間には講堂におい
て、本学学園祭実行委員会による
学園祭ＰＲ企画や京都学生祭典実
行委員会による「京炎　そでふ
れ！」が披露され、イベントを盛
り上げました。 （企画室）

確化」の機会を創出し、高等学校
と大学の「学び」をスムーズに接
続することを目的に、2005年度は
東京・大阪等５会場で開催されま
した。
当日は、朝からの雨にもかかわ
らず、京都府、滋賀県下を中心に、
2,443名（主催者発表）もの高校
生・父母兄姉・高校の先生方が来
校し、模擬授業や個別相談等に参
加していました。
本学からは、谷口奈青理助教授
による模擬授業「臨床心理学って
なに？」を開講し、会場定員をは
るかに越える高校生が臨床心理学

「京都の大学『学び』フォーラム2005」本学にて開催

模擬授業「臨床心理学ってなに？」学園祭PR企画

2005年10月９日a、平安神宮に
て第３回京都学生祭典が催され、
本学2005年度学園祭実行委員14名
が本学学園祭（紫明祭）をPRす
るため参加しました。京都学生祭
典は「イベントからまつりへ」と
いうコンセプトのもと、京都学生
祭典実行委員会によって主催さ
れ、のべ128,000名の人でにぎわ
いました。当日は好天に恵まれ、
学園祭実行委員会のメンバー14名
は、ブースを作り、学園祭中に行

われるDEPAPEPEのライブ、池田
秀一・古谷徹トークショーのチケ
ット販売や学園祭の宣伝に励みま
した。また他大学の学生との交流
に、代表者でもある学園祭実行委
員会委員長の福田了樹さんは「学
生のまち、京都を実感できた１日
でした。京都学生祭典の警備を見
て、学園祭の警備を事前に学ぶこ
とができました。『京炎　そでふ
れ！』全国おどりコンテストや
KSMAという音楽コンテストなど

第3回京都学生祭典に参加

学園祭PRの一場面

も開催されているので、もっと本
学からも積極的に参加する学生が
増えて欲しいと思います」と話し
てくれました。 （企画室）
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中国・杭州にある総合大学・浙
江財経学院は、2005年１月に日本
文化与経済研究所を開設され、日

本の文化や社会・経済、日本語学
などの研究を開始されました。と
ころが、研究・学習資料となる日
本語の書籍がまだ十分ではないこ
とから、研究所長・王麗萍先生
（本学卒業生）が本学に書籍収集
の協力を要請されました。
それを受けて、図書館が窓口と
なり、学内で日本文化与経済研究
所への書籍寄贈をお願いしました
ところ、約1500冊の書籍を収集す

,母校大谷大学！　浙江財経学院に書籍を寄贈
母校大谷大学の皆さま、ありがとうございます

贈られた資料を手にする王麗萍先生

ることができ、この度、中国へ送
付しました。
今回学内教職員・学生の皆さま
からご寄贈いただいた書籍や雑誌
は、日本文化・歴史・文学・社
会・経済など多岐にわたって「現
代の日本」を紹介するもので、こ
の本が浙江財経学院と大谷大学、
ひいては中国と日本の友好の架け
橋になることを願っています。

（図書・博物館課）

去る10月21日f、響流館メディ
アホールにおいて「北区こころの
キャンバスネットワーク講演会」
が開催されました。これは京都市
北保健所が主催したもので、すべ
ての人が安心していきいきと暮ら
していける、こころのバリアフリ
ーを目指すまちづくりを行ってい
くものです。
メディアホールでは滝口直子教
授による「一人ぼっちで苦しまな
いで―生き辛さからの解放は仲間
（※自助グループ）の支えあいで
―」をテーマにした講演会が開催
されました。講演では薬物依存症

専門のリハビリテーション・セン
ター「京都DARC（きょうとダル
ク）」の加藤武士さんの実体験を
ふまえたお話もあり、約100人の
受講生が熱心に耳を傾けていまし
た。またギャラリーでは、北区内
にある社会復帰施設の紹介展示と
バザーが行われました。
※ 自助グループとは、「同じ問

題を抱える仲間が助け合い、問題
をのりこえ成長していく仲間の集
い」です。当事者が自ら、問題を
解決するために活動し、力をつけ
ていくことを目的としており、グ
ループによって対応する症状は異

「北区こころのキャンバスネットワーク講演会」本学にて開催

講演の様子

10月30日a、大津市仰木の里市
民センターにて、｢親子プレイス
テーション事業子育て支援講座｣
が開催されました。このイベント
は、公演を通して「子どもととも
に」感動しながら子育てをする心
のあり方や子どもとの関わり方を
考えていくものです。
今回の子育て支援講座には、湖

親子ともども、オペレッタ、う
た、ダンスなどを通じて、音楽が
子育てに与える影響を感じてくれ
たのではないでしょうか。
最後に子どもたちは、学生が用
意したお土産をもらって帰途につ
きました。

（教育研究支援課）

西キャンパスのある地域のご縁も
あり本学から幼児教育科の有志学
生が参加しました。豊住征子教授
と、山本真理先生の指導のもと幼
児教育科有志学生40名によるゲー
ム「こんなことできるかな？」、
オペレッタ「おむすびころりん」、
合唱「うたえバンバン」、手遊び、
パネルシアターなどが披露され、
約100名の子どもたちと父母兄姉
の方々は、学生たちの熱のこもっ
た演技に目を輝かせていました。
またフィナーレのダンス「エビカ
ニクス」では、学生にまじって子
どもたちも舞台に上がり、一緒に
踊る１コマもありました。

大津市仰木の里子育て支援講座に学生有志が参加

オペレッタの様子 幼児教育科有志学生、豊住教授、山本先生

なります。京都DARC（きょうと
ダルク）はドラッグ依存からの回
復を目的として活動しています。
全国にはアルコールやギャンブル
などの依存からの回復を目指す自
助グループがあり、活動していま
す。 （教育研究支援課）
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毎年10月初旬に国文学会公開講
演会を開催していますが、今年は
10月８日g、午後３時30分より尋
源講堂で開催しました。講演の前
に先師法要のお勤めをいたしまし
た。導師はOBの瀬辺勧氏にお願
いしました。
今回の講演は本学村上學教授に

「長明のテキストを読むというこ
と」という講題で『方丈記』をど

う読むかについて、研究史を回顧
しつつ、詳細な資料を使って懇切
にお話しいただきました。教員・
学生・卒業生などが数多く参集
し、熱心に聴講し、充実した講演
会となりました。その後、村上學
教授を囲んで懇親の会を平安会館
で行ない、なごやかなひと時を過
ごすことができました。

（石橋　義秀）

国文学会公開講演会開催

村上　學先生の講演

本学国文学・中国文学両学会は
合同して大谷大学文藝学会を設立
し、三十数年間研究活動を継続し
てきましたが、この度、財団法人
橋本循記念会より「中国文学に関
する学術研究」に対する助成対象
として、本会の機関誌「大谷大学
文藝論叢」が第15回「蘆北賞」と
して表彰されることになり、去る
11月17日e午後５時よりの式典
で、授与されました。因みに、本
財団は中国文学研究の碩学であっ
た立命館大学名誉教授橋本循博士
の遺徳を偲び、その遺志を継承し

の第65号最新号に至る不断の研鑽
の結実として、この度の受賞を、
ご苦労頂いた先学諸氏と慶ぶと共
に、更なる発展に向けて進一歩せ
よとの激励として受け止めること
です。

（若槻　俊秀）

て中国を中心として東アジアの学
術文化の発展に寄与したいとの博
士ご令室の申し出による寄附を基
金として1989年12月に設立されま
した。爾来中国文学研究の振興発
展に寄与すべく、論文・学術誌・
著書部門の優れた研究成果に対
し、研究助成を行ってきましたが、
本年度の「学術誌」部門において
本学の機関誌「文藝論叢」が選考
委員会により選定され、橋本博士
の雅号を被せた「蘆北賞」受賞の
栄譽に浴したのであります。顧れ
ば1973年９月初刊号より本年９月

文藝学会機関紙「文藝論叢」第15回蘆北賞受賞

授与式記念写真

座禅を実際に体験しました。
午後からは古代友禅苑（下京区）

を会場に、会席料理に関するマナ
ー講習を受けました。その後、友
禅染の歴史・工程のビデオ学習を
経て、友禅染体験を行いました。
好みの絵柄を選んで、Tシャツに
型紙をあてて刷毛で染料をつける
という作業を、型紙の枚数分繰り
返し、最後に各自が筆でサインを
いれて完成させました。また、館
内の友禅染作品を鑑賞し、参加者

2005年度第２回留学生文化交流
会が12月３日gに開催され、外国
人留学生・日本人学生あわせて18
名が参加しました。
午前中は、臨済宗相国寺派、
瑞寶山
ずいほうざん

無礙光院
むげこ う い ん

（左京区）にて
座禅を体験しました。本学出身の
ご住職より、座禅について「この
悩みの多い日常の中において、何
も考えないことで頭を休ませてみ
よう」と易しく解説いただき、目
はあけ、腹式呼吸で姿勢をただす

同士で親睦を深めながら日本文化
の奥深さを知る、良い１日となり
ました。 （学生課）

留学生文化交流会開催

座禅体験の様子
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大学院の仏教文化専攻（日本史
分野）では、院生の有志が集い
「大谷大学日本仏教文化研究会」
と銘打った自主勉強会を週１回の
ペースで開催しています。この場
では夏期集中講義の事前勉強会
や、１つのテーマを決めての輪読
会や史料講読、さらに個々人の研
究発表などを行っています。
研究会がこうしたスタイルにな
ってから、もう10年近くになりま
すが、年々、参加者の幅も広がり、
最近は院生だけでなく学部生も参
加しています。同じ専攻でも、ひ
とりひとりの関心や研究テーマは
それぞれ異なります。ともすれば
個人の枠にこもりがちですが、こ
うした場があることで、そこに留

んが、こうした論集の刊行を機に
ひとりひとりの研究が進展し、更
には立場や世代を超えた自由な交
流・研鑚の学風づくりにつないで
いくことができればと願っていま
す。

（日本仏教文化研究会）

まらず幅広い視野をひとりひとり
が持つことができるように思いま
す。
昨年には、研究会の成果をもと
に「論集」を作ろうとの声が挙が
り『仏教文化史叢－新生－』と題
する論集を発刊、それに続いて今
年も『仏教文化史叢－第二号－』
を刊行しました。所収されている
論文は、各人の問題関心に基づく
ものですが、執筆にあたっては、
事前に構想の発表会を開催し、議
論を行った上で推敲を重ねたもの
です。さらに編集や印刷作業も有
志から編集担当者を募って行うな
ど、まさに手作りの論集です。
正式な研究誌とは違うため、残
念ながら公開することはできませ

『仏教文化史叢―第二号―』刊行

『仏教文化史叢－第二号－』

しました。この展覧会では、浄土
真宗における荘厳、特に京の町
衆・神田家に伝えられた打敷

うちしき

に注
目しました。神田家は江戸時代か
ら続く家柄で、両替商として繁栄
し、近世京都の発展に寄与してき
ました。一方、篤信の真宗門徒で
もあり、報恩講や年忌法要には
様々な文様の打敷が制作されまし
た。今から200年ほど前に作られ

博物館では、11月11日fから12
月24日gまで冬季企画展「荘厳―
京の町衆、仏をかざる－」を開催

た打敷ですが、非常に状態がよく、
来館された方々は興味深く観覧し
ておられました。
また年記のある『歎異抄』とし
ては最も古い端坊本『歎異抄』の
修復を記念して、特別に陳列しま
した。この端坊本『歎異抄』は
HPでも公開しています。
http://www.otani.ac.jp/tannisyo/index.html

（図書・博物館課）

冬季企画展「荘厳―京の町衆、仏をかざる－」開催

展示された「打敷
うちしき

」

11月12日g、響流館メディアホ
ールにて第２回全国高校生「人間
が大好きです！」表現コンテスト
表彰式が行われました。今年度は
KBS京都との共同主催、文化庁・
京都府教育委員会・京都市教育委
員会・社団法人日本民間放送連
盟・京都新聞社の後援により、当
コンテストを開催しました。募集
部門は映像作品部門とホームペー
ジ作品部門の２部門。関東から沖
縄までの広い範囲から68作品と昨
年の2.5倍の作品が寄せられまし

テストの審査結果はインターネッ
トでご覧いただけます。

コンテスト専用サイト
http://www.kbs-kyoto.co.jp/ningendaisuki/

（企画室）

た。作品のひとつひとつを審査委
員長の佐々木令信教授ほか４名の
審査員が部門ごとに厳正に審査を
行い、本年度のグランプリには映
像部門では中西正治さん(兵庫
県)・ホームページ部門は兵庫県
立東播磨高等学校放送部の皆さん
が選ばれました。表彰式では審査
員の松川節助教授、俳優の西村和
彦さん両氏から、それぞれご専門
の視点による部門講評が行われ、
その熱いメッセージは高校生の皆
さんにたいへん好評でした。コン

第2回全国高校生「人間が大好きです！」表現コンテスト表彰式開催

中西正治さんにグランプリ授与の様子

（ ）
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「“生きる”こと－臨床の知か
ら－」を総合テーマにして24回目

基調講演が行われました。
第２部では基調講演に基づき、
本学教職員、学生、一般来聴者な
どホール満席の来聴者と熱心なデ
ィスカッションが行われ、医療や
教育の現場の「知」から本当に
「生きること」とは何かを考える
ことができ、大変有意義なシンポ
ジウムとなりました。 （学生課）

の宗教シンポジウムが、第105回
紫明祭最終日の11月13日a、13時
30分よりメディアホールで開催さ
れました。
第１部では臨床哲学が専門の鷲
田清一大阪大学教授から「分から
ないことの大切さ」、臨床教育学
が専門の皇紀夫本学教授からは
「新しさとしての日常」と題した

宗教シンポジウム開催

ディスカッションの様子

11月26日g、午前10時より講堂
において、学外、学内から多数参
集のもと、大学報恩講並びに歴代
講師謝徳法要が挙行されました。
宗祖親鸞聖人の絵像と歴代講師
の肖像画が掲げられた講堂で、学

人の著作に見られる比喩的表現に
ついて、具体的な例をあげながら
その特色について詳細に解説をし
ていただきました。その後、食堂
に会場を移して小豆粥のお斎を全
員でいただきました。 （総務課）

長の調声により『正信偈』を全員
で唱和して報恩講を厳修した後、
引き続き歴代講師謝徳法要に移
り、『阿弥陀経』の読経のなか、
来賓、教職員、学生がそれぞれ焼
香を行いました。
また、本年からは新しい試みと
して、学長の導師のもと、助音の
職員に加え、学生の代表６名が出
仕する形式を採り、全学挙げての
法要となりました。
法要終了後は、片岡了名誉教授
より「親鸞聖人の文体」と題する
記念講演が行われました。親鸞聖

大学報恩講厳修

片岡了名誉教授出仕した学生代表

同窓会恒例の「大谷大学同窓会
ホームカミングデー」が、第105
回紫明祭期間中の11月12日gに開
催されました。10回目を数える今
回は、名誉教授の先生方をはじめ、
退職された先生や専任教員のご出
席のもと、全国より同窓生やその
ご家族など約160名の参加があり
ました。
第Ⅰ部「谷大で会おう」では、
博綜館第１会議室をメイン会場
に、参加者が久しぶりに再会した
恩師や旧友となごやかに懇談され
たほか、博綜館屋上において比叡
山を背景に記念撮影をしました。

ました。
その後、京都ロイヤルホテル＆
スパに会場を移し、第Ⅱ部「懇親
会」が開催され、和やかな雰囲気
のなか盛会裡に終了いたしまし
た。 （校友センター）

また、当日は「学園祭バザー利
用券」が配付され、参加者は様変
わりした母校のキャンパスを散策
する際、バザーに参加しながら、
在学生との交流も図られました。
第Ⅰ部の後半には、世代や地域を
越えた同窓生同士の新たな出会い
を期待して「出会いでビンゴ」が
行われ、当選された参加者に全国
の同窓会各支部よりご提供いただ
いた特産品などが贈られました。
さらに、バザーを利用した参加
者の投票により、写真部がバザー
優秀団体として選ばれ、翌日の後
夜祭において同窓会より表彰され

第10回大谷大学同窓会ホームカミングデー開催

第1部　谷大で会おう
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11月30日d、午後４時30分から
２時間、博綜館５階の第１・第２
会議室において「就職活動報告会」
を開催いたしました。この報告会
は、就職を希望している文学部第
３学年と短期大学部第１学年の学
生に、内定を得た先輩の経験談を

輩からのアドバイスに勇気づけら
れた学生が多くおりました。
進路就職センターは、これから
も学生のキャリア形成をサポート
していきます。

（進路就職センター）

聞いて、これからの就職活動に役
立ててもらうことを目的に毎年開
催しています。今年は、就職活動
報告会の企画運営に携わった学生
スタッフが提案した「就職活動プ
ロセスコーナー」や「なんでも相
談コーナー」「マナー全般質問コ
ーナー」「就職活動グッズコーナ
ー」を設置し、62名の就職内定者
に参加いただきました。熱気に包
まれた会場内では、約200名の就
職希望学生が先輩の親身なアドバ
イスに、熱心に耳を傾け質問をし
ていました。寄せられたアンケー
トによると、身近な存在である先

就職活動報告会開催

就職活動グッズコーナー就職活動報告会の様子

教職員を対象とする人権問題学
習会が、10月26日d、午後４時10
分よりメディアホールにて開催さ
れました。今年度は、４つある
「人権教育推進委員会」の中から、
第１部会（部落差別問題）と第２
部会（民族差別問題）から報告が
ありました。
第１部会からは「本学の『大谷
大学における人権問題学習の課
題』について」と題して、大谷大
学が部落問題に対する態度を表明
している文書であり、人間学Ⅰの
テキストにもなっている『大谷大
学における人権問題学習の課題』
をとり上げ、その内容をについて
の様々な視点から検討していただ
きました。
第２部会からは「アイヌ・琉
球・戦争」と題して、戦争が民族
差別意識をいかに助長したかにつ
いて、アイヌ民族と沖縄民族を例
に指摘していただきました。各発

あることを確認しました。
また、併せて、『原爆と峠三吉
の詩』パネル展が、12月２日fか
ら９日fまで、響流館ギャラリー
で開催されました。

（人権センター）

表に対して、73名の参加者から、
時間が足らなくなるほど活発な質
疑が出されました。
2005年度第２回"人権問題を共
に考えよう"全学学習会の講演会
が、12月７日d、午後４時10分よ
り本学講堂にて開催されました。
本年度は、被爆体験をもつ米澤鐵
志さんを講師にお招きし『「核」
と人類は共存できない　一被爆者
の思い』と題して講演していただ
きました。米澤さんは、小学校５
年生の時に広島で被爆され、奇跡
的に死を免れたことや、避難する
途中で見た凄惨な光景について、
言葉静かにお話し下さいました。
しかし「戦争」「核」を決して許
さない強い力のこもった声は、私
たちが「戦争」「核」にいかに対
していくべきか考えさせられるも
のでした。122名の参加者からは
様々な質問や意見が述べられ、今
後さらに学習を深めていく必要が

人権をめぐって2つの学習会を開催

米澤鐵志氏の講演
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アスベストによる健康被害の問
題が、社会的に関心を集めていま
す。本学の施設全てに於いて、飛
散の恐れのあるアスベストが含ま
れると思われる建築材料の使用状
況を、図面確認・現場確認により
点検したところ、通常人の立入が
ない右記６箇所での使用が確認さ

れました。
①１号館･･･１箇所（屋根裏）
②２号館･･･２箇所（機械室）
③博綜館･･･１箇所（天井裏）
④講堂棟･･･２箇所（天井裏）
これをうけてアスベスト調査を
文部科学省推薦検査機関である株
式会社ジーエス環境科学研究所に

依頼しましたが、調査の結果、い
ずれの箇所に於いてもアスベスト
の含有は【無し】との最終報告を
受けました。よって学内施設に飛
散の恐れのあるアスベストは存在
しないことが判明しましたのでお
知らせします。

（総務課）

アスベスト調査について

退職・依願退職

［事務系嘱託］
俣野　知子（教育研究支援部）

2005年12月31日付

退職

人　事

お 詫 び
前号の『大谷大学広報05冬号』の中で誤りがありましたので、次のとおり訂正いたします。
P.36話題の広場　ＳＱＵＡＲＥ
「ヤバイ料理を立ち上げる」 藤本芳則著
（誤） （ふじもと　よしのり　助教授　日本児童文学）
（正） （ふじもと　よしのり　教授　　日本児童文学）

幼児教育科のフェスティバル
が、12月18日aに講堂において開
催されました。今年度は「パズル
～かけてはならないもの～」とい
うテーマで行い、ジグソーパズル
が１つでも欠けると全体が成り立
たないように、１人でも欠けたら
幼児教育科ではないという思いの
中で、全員が協力しあいました。
午前の部は11時から12時まで、
大谷幼稚園をはじめ、ご案内した

幼稚園･保育園の園児たちを対象
にして、体操やダンスなどを披露
しました。
午後の部は１時30分から５時30
分まで、ラインダンスに始まり、
学生の創意工夫によるダンスを織
り交ぜた劇など、多様な発表会と
なりました。第２学年が中心のフ
ェスティバルですが、第１学年も
参加し、共に作り上げることがで
きた有意義な発表会でした。

幼教フェスティバル開催

演目の１コマ

（幼児教育科）



「学生向け情報提供システム」を利用してみよう！
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「学生向け情報提供システム」にて定期試験情報・卒業（修了）判定・進級判定・卒業論文提出資格及び諸資格の合格予定
者を掲載します。また、個人掲示板にも年度末・始めには様々な情報が提供されますので、確認してください。

パソコン版

携帯電話版

◆サービス内容◆

◆トピックス◆

・各種の情報提供　・個人掲示板
・授業情報　　　　・就職支援
・時間別教室状況

・休講情報
・個人別時間割
・個人掲示板

＜注意＞携帯電話が「SSL対応機種」である必要があります。また、通信料については個人負担となります。
携帯電話版「学生向け情報提供システム」は、パソコン版の情報を一部表示するものです。
掲載内容については、必ずパソコン版で確認するようお願いします。

大谷大学・大谷大学短期大学部ホームページ（http://www.otani.ac.jp/）から
「学生向け情報提供システム」にログインしてください。
（システムについてわからない時は、ログイン画面の【ブラウザの設定に
ついて】【よくある質問】を参照してください。）

携帯電話の「インターネット接続」より下記URLを入力
するか、右のQRコードを利用し、ログインして下さい。
（https://www1.otani.ac.jp/m/）

提供サービス 使用方法

川崎
かわさき

靖長
やすなが

さん（第3学年　人文情報学科）

【一般掲示】をはじめ毎日
このシステムを利用していま
す。台風の時に授業が休講に
なるのかあるのか、あればい
つから授業が行われるのかを
このシステムで確認できたこ

とが嬉しかったですね。この他定期試験前後には、総
合研究室の開室予定をはじめ、試験に対して活用でき
る情報を利用でき、すごく助かっています！
【携帯電話版】を利用す
る際、QRコード入力です
ぐに登録できたのも良かっ
たです。
今後は【就職支援】を活

用してみたいと思います！

荒田
あらた

望
のぞみ

さん（第4学年　社会学科）

進路就職センターや総合研究室、自宅でも＜パソコン版＞を利用していますが、＜携帯
電話版＞も移動の際によく活用しています。【休講情報】では、パッと見て自分の登録授

業の休講情報がわかるのがいいですね！【就職支援】では求
人票をPDFで見ることができるのですが、その求人票は大谷
大学の学生に募集がきていることもあって、安心感をもって
このサービスを活用できました。
多くの情報の中から自分に適した情報を選んでこそ、情報

は活きてくると思います！このサービスをまだ利用していない方がいれば、是非【休講
情報】と【就職支援】を利用してみてください！オススメです♪

南木
　みなぎ　

信
まこと

さん（第2学年　真宗学科）

「簡単に使えるんだなぁ！」
初めてこのシステムを利用
した時にそう感じました。
そして、このシステムは、
学内の研究室はもちろん、
自宅のパソコンからでも閲

覧することができるので遠くから通学する学生に特に
便利だと思います。
【一般掲示】では一
覧表で情報が確認で
き、一目でわかるのが
嬉しいです。デザイン
もシンプルで見やすい
ので気に入っていま
す！

◆利用者の声◆
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第105回紫明祭を終え、我々学
園祭実行委員会幹部もやっと普段
の学生生活に戻りつつあります。
学祭ボケと言いましょうか、気が
抜けて授業を休む者や、レポート
に追われる者、中にはまだ仕事に
精を出している者もいます。私も
その中の１人ですが、第105回学
園祭実行委員会の解散と共に仕事
に追われる生活が終わることに少
し喪失感を感じております。
本年度の紫明祭を振り返ってみ
ると、初めから不安の連続でした。
紫明祭が行われるのは11月です
が、実行委員会の結成は４月です。
主要なメンバーは２月には集ま
り、そこからやりたい人を集めて
それぞれの役職へ振り分けていき
ます。今年は去年の紫明祭を経験
した者が４人しかおらず、仕事内
容もそれほど理解できていなかっ
たため、みんなで支え合いながら
のスタートでした。なかなか人数
が揃わず勧誘をしたり、引継ぎを
みんなで受けたり、仕事を分け合
ったり。知らないということがみ

んなに責任感を与え、全員で力を
合わせてやってきました。しかし、
たくさんの個性が集まり形を成し
ていく学園祭、中には反発や苛立
ち、苦悩と様々な問題も起こりま
した。私も先輩方からよく「優し
いだけじゃだめ」とか「怒りなよ」
などアドバイスを受けました。学
園祭の実行委員長として甘いと思
われるかもしれませんが、私は怒
るということが苦手です。怒ると
いうことは自分もそうですが相手
にも不快な思いをさせてしまいま
す。間違ったことに対してきちん
と指摘はしますが、できるだけ笑
顔でみんなと仕事をしたいという
気持ちの方が強かったため、あま
り怒らないようにしていました。
そのため周りの幹部には迷惑を掛
けましたが、その分みんなよくま
とまってくれたと思います。
私は委員長を受け継ぐと同時に
２つの言葉を継承しました。１つ
は第103回実行委員長、要田憲人
さんの『闘魂』という言葉。もう
１つは第104回実行委員長、伊藤

大信さんの『良心』という言葉で
す。それぞれ学園祭を形成する力
強さ、他を利する思いやりの心と
いう意味が込められています。私
は自分なりにこれらの言葉をみん
なに訴えかけてきたつもりです。
そして、私も第105回紫明祭を終
え、第105回実行委員長として言
葉を贈ります。それは『優しさ』
という言葉です。時には怒ること
も必要ですが、その後全てを受け
入れる『優しさ』がなければ上手
くいくものも上手くいきません。
全てを統括することは難しいこと
です。しかし怒るだけではなく笑
顔で接することで解決する道があ
ると思います。
学園祭というものは１人の力で

できるものではありません。学園
祭に関わる全ての方々の気持ちが
集うことによって、学園祭という
１つの大きな花が咲き誇ります。
今年も無事大きな花が咲き誇った
ように思います。『継がれし風』
は今年で終わることなく、これか
らも流れ続けます。そして『風』
に込められた想いもまた絶えるこ
となく皆さんの心の中で生き続け
ると思います。最後になりました
が、第105回紫明祭に多大なる御
支援と御協力をいただきました皆
様に、スタッフを代表して心より
御礼申し上げます。

紫明祭を終えて

学園祭実行委員会

委員長　福田　了樹
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2005年度　秋季大会結果　―団体成績―�
ク ラ ブ 名 � 日　　　程� 対　戦　校� 結　　　果� 会　　　場�

サッカー部�

関西学生サッカー連盟秋季リーグ�
Ⅱ部Aブロック6位�

�
�
�
�
�
�

硬式野球部�

京滋大学野球連盟秋季リーグ戦�
Ⅰ部3位�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

剣道部（男子）�

関西学生剣道優勝大会　2回戦敗退�
ソフトテニス部（男子）�

関西学生ソフトテニス連盟秋季リーグ戦�
Ⅴ部Ｂクラス４位　Ｃクラス降格�
ソフトテニス部（女子）�

関西学生ソフトテニス連盟秋季リーグ戦�
Ⅴ部Dクラス3位�

バスケットボール部（男子）�

関西学生バスケットボール連盟�
秋季リーグ戦　Ⅲ部Bリーグ8位�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

バスケットボール部（女子）�

関西女子学生バスケットボール連盟�
秋季リーグ戦　Ⅲ部�

�
�
�
�

バスケットボール部（女子）�

関西女子学生バスケットボール連盟�
秋季トーナメント大会　2回戦敗退�

バレーボール部（男子）�

関西学生バレーボール連盟�
秋季リーグ戦Ⅳ部7位�

�
�
�
�

Ⅳ部ーⅤ部入替戦　Ⅴ部降格�

 9月4日 （日）�
 9月11日 （日）�
 9月25日 （日）�
 10月2日 （日）�
 10月16日 （日）�
 10月23日 （日）�
 11月13日 （日）�
 11月20日 （日）�
 11月26日 （土）�
 9月3日 （土）�
 9月4日 （日）�
 9月10日 （土）�
 9月11日 （日）�
 9月17日 （土）�
 9月18日 （日）�
 9月28日 （水）�
 10月6日 （木）�
 10月7日 （金）�
 10月12日 （水）�
 10月22日 （土）�
 10月23日 （日）�
 10月24日 （月）�
 9月19日 （月）�
   �
 9月25日 （日）�
   �
   �
 10月9日 （日）�
   �
   �
 9月3日 （土）�
 9月4日 （日）�
 9月10日 （土）�
 9月11日 （日）�
 9月17日 （土）�
 9月18日 （日）�
 9月19日 （月）�
 9月25日 （日）�
 10月1日 （土）�
 10月2日 （日）�
 10月8日 （土）�
 10月9日 （日）�
 10月15日 （土）�
 10月16日 （日）�
 10月22日 （土）�
 10月23日 （日）�
 8月8日 （月）�
 8月9日 （火）�
 8月13日 （土）�
 8月14日 （日）�
 8月17日 （水）�
 8月20日 （土）�
 8月21日 （日）�
 10月30日 （日）�
 11月3日 （木）�
   �
 9月18日 （日）�
 9月25日 （日）�
 10月2日 （日）�
 10月9日 （日）�
 10月16日 （日）�
 10月23日 （日）�
 10月30日 （日）�
 11月6日 （日）�

関 西 外 国 語 大 学 �
大 阪 市 立 大 学 �
神 戸 学 院 大 学 �
大 阪 産 業 大 学 �
摂 南 大 学 �
甲 南 大 学 �
流 通 科 学 大 学 �
大 阪 経 済 大 学 �
天 理 大 学 �
滋 賀 大 学 �

〃�
花 園 大 学 �

〃�
京 都 学 園 大 学 �

〃�
滋 賀 大 学 �
びわこ成蹊スポーツ大学�

〃�
〃�

佛 教 大 学 �
〃�
〃�

京 都 府 立 医 科 大 学 �
滋 賀 大 学 �
京 都 産 業 大 学 �
大 阪 電 気 通 信 大 学 �
摂 南 大 学 �
奈 良 教 育 大 学 �
兵庫県立大学東学舎�
大 阪 電 気 通 信 大 学 �
神 戸 市 外 国 語 大 学 �
大 阪 外 国 語 大 学 �
桃 山 学 院 大 学 �
奈 良 大 学 �
近 畿 福 祉 大 学 �
京 都 学 園 大 学 �
滋 賀 大 学 �
京 都 精 華 大 学 �
四天王寺国際仏教大学�
神 戸 学 院 大 学 �
大 阪 市 立 大 学 �
京 都 学 園 大 学 �
神 戸 市 外 国 語 大 学 �
大 阪 外 国 語 大 学 �
奈 良 大 学 �
四天王寺国際仏教大学�
大 阪 芸 術 大 学 �
兵 庫 教 育 大 学 �
神 戸 女 子 大 学 �
滋 賀 大 学 �
神 戸 大 学 �
四天王寺国際仏教大学�
京 都 女 子 大 学 �
兵 庫 教 育 大 学 �
奈 良 教 育 大 学 �
�
びわこ成蹊スポーツ大学�
近 畿 福 祉 大 学 �
京 都 教 育 大 学 �
神 戸 学 院 大 学 �
大 阪 工 業 大 学 �
姫 路 獨 協 大 学 �
関 西 外 国 語 大 学 �
兵庫県立大学神戸学園都市校舎�

 ● 2 － 5�
 ● 2 － 8�
 ○ 8 － 2�
 ● 0 － 5�
 ○ 6 － 2�
 ○ 2 － 1�
 ● 2 － 4�
 ● 2 － 5�
 ○ 4 － 0�
 ● 3 － 4�
 ○ 9 － 0�
 ○ 7 － 0�
 ○ 11 － 8�
 ● 0 － 7�
 ● 3 － 10�
 ○ 2 － 1�
 ○ 11 － 4�
 ● 9 － 17�
 ● 5 － 8�
 ● 4 － 6�
 ○ 11 － 7�
 ● 0 － 5�
 ○ 6 － 0�
 ● 1 － 5�
 ● 0 － 5�
 ● 1 － 4�
 ● 1 － 4�
 ● 0 － 3�
 ● 1 － 2�
 ○ 2 － 1�
 ○ 94 － 58�
 ○ 87 － 76�
 ● 82 － 85�
 ○ 97 － 66�
 ● 80 － 106�
 ● 99 － 114�
 ● 66 － 104�
 ● 76 － 87�
 ● 73 － 80�
 ● 65 － 105�
 ● 63 － 88�
 ○ 90 － 71�
 ○ 82 － 76�
 ● 78 － 82�
 ○ 86 － 78�
 ● 75 － 78�
 ● 56 － 64�
 ○ 84 － 35�
 ● 56 － 58�
 ○ 68 － 54�
 ● 60 － 72�
 ● 51 － 59�
 ○ 67 － 42�
 ○ 93 － 30�
 ● 69 － 72�
    �
 ● 1 － 3�
 ● 0 － 3�
 ○ 3 － 0�
 ● 0 － 3�
 ● 0 － 3�
 ● 1 － 3�
 ● 1 － 3�
 ● 2 － 3

大 谷大学湖西キャンパス�
大 阪 市 立 大 学 �
姫 路 獨 協 大 学 �
近 畿 大 学 �
大谷大学湖西キャンパス�

〃�
大 阪 経 済 大 学 �

〃�
大谷大学湖西キャンパス�
太 陽 が 丘 球 場 �
佛 教 大 学 園 部グラウンド�
太 陽 が 丘 球 場 �

〃�
西 京 極 球 場 �

〃�
佛 教 大 学 園 部グラウンド�
草 津グリーンスタジアム�

〃�
佛 教 大 学 園 部グラウンド�
西 京 極 球 場 �
佛 教 大 学 園 部グラウンド�
太 陽 が 丘 球 場 �
大 阪 市 中 央 体 育 館 �

〃�
大谷大学湖西キャンパス�

〃�
〃�

奈 良 教 育 大 学 �
〃�
〃�

京 都 府 立 体 育 館 �
〃�

京 都 精 華 大 学 �
〃�
〃�
〃�
〃�

神 戸 学 院 大 学 �
京 都 精 華 大 学 �

〃�
〃�
〃�
〃�
〃�
〃�

大谷大学本部キャンパス�
大 阪 大 学 �

〃�
京 都 府 立 大 学 �
神 戸 親 和 女 子 大 学 �
京 都 精 華 大 学 �
大谷大学本部キャンパス�

〃�
神 戸 女 子 大 学 �
桃 山 学 院 大 学 �
�
大谷大学本部キャンパス�

〃�
大 阪 工 業 大 学 �
びわこ成蹊スポーツ大学�
神 戸 学 院 大 学 �
びわこ成蹊スポーツ大学�
びわこ成蹊スポーツ大学�
近 畿 大 学 �



19

ク ラ ブ 名 � 日　　　程� 対　戦　校� 結　　　果� 会　　　場�

バレーボール部（女子）�

関西学生バレーボール連盟�
秋季リーグ戦　Ⅵ部4位�

�
�
�
�

バドミントン部（男子）�

関西学生バドミントン連盟�
秋季リーグ戦Ⅵ部Aブロック3位�

�
�

バドミントン部（女子）�

関西学生バドミントン連盟�
秋季リーグ戦Ⅳ部Aブロック1位�

�
�

Ⅳ部ーⅢ部入替戦　Ⅲ部昇格　�
�
�

卓球部（男子）�

関西学生卓球連盟秋季リーグ戦�
Ⅲ部Bリーグ6位�

�
�
�

ⅢーⅣ部入替戦　Ⅳ部降格�
卓球部（女子）�

関西学生卓球連盟秋季リーグ戦�
Ⅲ部Aリーグ2位�

�
�

ラクロス部�

関西学生ラクロスリーグ戦�
Ⅲ部Aブロック4位�

アメリカンフットボール同好会�

関西学生アメリカンフットボール連盟�
秋季リーグ戦Ⅲ部Cブロック6位�

�
�

 9月18日 （日）�
 9月25日 （日）�
 10月2日 （日）�
 10月9日 （日）�
 10月16日 （日）�
 10月23日 （日）�
 10月30日 （日）�
 10月1日 （土）�
 10月2日 （日）�
   �
 10月16日 （日）�
   �
 10月2日 （日）�
   �
 10月8日 （土）�
 10月15日 （土）�
 10月16日 （日）�
 10月25日 （火）�
 10月26日 （水）�
 10月27日 （木）�
 9月3日 （土）�
   �
   �
   �
 9月8日 （木）�
 9月9日 （金）�
 9月17日 （土）�
 9月3日 （土）�
   �
   �
 9月8日 （木）�
   �
 8月30日 （火）�
 10月1日 （土）�
 10月30日 （日）�
 8月27日 （土）�
 9月19日 （月）�
 10月1日 （土）�
 10月9日 （日）�
 10月23日 （日）�

大 阪 外 国 語 大 学 �
関 西 福 祉 大 学 �
京 都 光 華 女 子 大 学 �
同 志 社 女 子 大 学 �
帝 塚 山 大 学 �
大 阪 学 院 大 学 �
京 都 府 立 大 学 �
大 阪 国 際 大 学 �
京 都 教 育 大 学 �
四天王寺国際仏教大学�
追 手 門 学 院 大 学 �
和 歌 山 大 学 �
和 歌 山 大 学 �
大 阪 教 育 大 学 �
滋 賀 大 学 教 育 学 部 �
関 西 福 祉 科 学 大 学 �
大 阪 産 業 大 学 �
京 都 教 育 大 学 �
大 阪 産 業 大 学 �
追 手 門 学 院 大 学 �
甲 南 大 学 �
関 西 学 院 大 学 �
天 理 大 学 �
滋 賀 大 学 �
大 阪 産 業 大 学 �
大 阪 市 立 大 学 �
京 都 教 育 大 学 �
神 戸 大 学 �
大 阪 教 育 大 学 �
京 都 府 立 大 学 �
天 理 大 学 �
大 阪 体 育 大 学 �
佛 教 大 学 �
大 阪 経 済 大 学 �
甲 南 大 学 �
京 都 外 国 語 大 学 �
京 都 府 立 大 学 �
京 都 工 芸 繊 維 大 学 �
帝 塚 山 大 学 �
京 都 学 園 大 学 �

 ● 0 － 3�
 ○ 3 － 1�
 ● 2 － 3�
 ● 0 － 3�
 ○ 3 － 0�
 ○ 3 － 0�
 ○ 3 － 2�
 ○ 5 － 0�
 ○ 3 － 2�
 ○ 4 － 1�
 ● 2 － 3�
 ● 1 － 4�
 ○ 4 － 1�
 ○ 4 － 1�
 ○ 3 － 2�
 ○ 4 － 1�
 ○ 4 － 1�
 ○ 3 － 0�
 ○ 3 － 2�
 ○ 3 － 0�
 ● 1 － 3�
 ● 1 － 3�
 ● 1 － 3�
 ● 1 － 3�
 ● 2 － 3�
 ● 0 － 3�
 ● 2 － 3�
 ○ 3 － 1�
 ○ 3 － 0�
 ○ 3 － 1�
 ○ 3 － 1�
 ● 1 － 3�
 ● 5 － 9�
 ● 5 － 7�
 ● 5 － 20�
 ● 0 － 31�
 ● 7 － 39�
 ● 0 － 40�
 ● 6 － 13�
 ● 0 － 43

関 西 福 祉 大 学 �
〃�

京 都 府 立 大 学 �
大谷大学本部キャンパス�

〃�
京 都 精 華 大 学 �
大谷大学本部キャンパス�
大谷大学本部キャンパス�

〃�
〃�

追 手 門 学 院 大 学 �
〃�

大谷大学本部キャンパス�
〃�
〃�
〃�

大 阪 産 業 大 学 �
東 淀 川 体 育 館 �

〃�
〃�

伏見港公園総合記念体育館�
〃�
〃�
〃�

尼崎市記念公園総合体育館�
〃�

東 大 阪 ア リ ー ナ�
伏見港公園総合記念体育館�

〃�
〃�

尼崎市記念公園総合体育館�
〃�

京 都 工 芸 繊 維 大 学 �
浜 寺 公 園 第 1 球 技 広 場 �
万 博 記 念 公 園 運 動 場 �
王 子 ス タ ジ ア ム�

〃�
万 博 ス ポ ー ツ 広 場 �

〃�
京都工芸繊維大学グラウンド�

●硬式野球部�

＜京滋大学野球連盟Ⅰ部秋季リーグ戦＞�
於　太陽が丘球場他（9月3日～10月24日）�
�
【ベストナイン】�
外 野 手 馬　場　啓　太�
 （文学部　人文情報学科　第2学年）�
指名打者 川　戸　雅　俊�
 （文学部　仏教学科　第2学年）�
�
【打撃ベストテン】�
第 9 位 川　口　　　潤�
 （文学部　仏教学科　第3学年）�
第10位 馬　場　啓　太�
 （文学部　人文情報学科　第2学年）�
�
●スキー競技部�

＜第14回全日本選抜ローラースキーあわくら大会＞�
於　岡山県西栗倉村（8月27日～28日）�
�
【成年女子】�
優　勝 内　畑　加容子�
 （文学部　史学科　第3学年）�
�

●空手道部�

＜第21回　綴喜空手競技大会＞�
於　宇治田原町住民体育館（10月30日）�
�
【形　高校生・一般の部】�
第 3 位 岡　r　里　紗�
 （文学部　史学科　第3学年）�
�
【組手　高校生・一般（男子）の部】�
準優勝 中　野　悠　介�
 （文学部　社会学科　第2学年）�
�
【組手　一般（女子）の部】�
優　勝 岡　r　里　紗�
 （文学部　史学科　第3学年）�
準優勝 松　尾　弥　生�
 （文学部　文学科　第2学年）�
�
�
�
�
�
�

●バドミントン部�

＜京都学生バドミントン選手権大会＞�
於　京都産業大学他（10月30日～11月6日）�
�
【女子シングルBクラス】�
優　勝 福　田　夏　菜�
 （文学部　人文情報学科　第3学年）�
�
＜京都学生バドミントンクラス別大会＞�
於　龍谷大学他（１１月２０日～１１月２７日）�
�
【女子シングルBクラス】�
準優勝 東　　な つ き�
 （文学部　哲学科　第１学年）�
�
【女子ダブルスＡクラス】�
第 3 位 植　村　佳　奈�
 （文学部　史学科　第２学年）�
 庄　島　舞　子�
 （文学部　哲学科　第２学年）�
�
【男子シングルＡクラス】�
準優勝 湊　　　一　真�
 （短期大学部　文化学科　第１学年）�

2005年度　秋季大会結果　―個人成績―�
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　もう30年ほど前のことであろうか。大阪ま
で松原祐善先生のお伴をしたときのことであ
る。突然、そして静かに、「あなたの勉強して
いることは、このこと一つが分かれば、全部生
きてくる」と仰せられたことがあった。当時私
は、本学の大学院で原始仏教を専攻していた。
しかし、生活に追い立てられていたこともあっ
て、勉強の一切を投げ出し、大学には行かなか
った。松原先生は、そのような私の怠惰を一度
も咎められず、むしろ黙認しておられたと言っ
てよい。その先生が、何を思われたのか「この
こと一つ」ということを、告げられたのであ
る。もし私に「学問」ということを語ることが
できるとすれば、それは先生の「このこと一
つ」という言葉が、私の心の奥底に灯っている
からであろう。それにしても何故、ろくに「学
問」をせずに、謂わば「パンの問題」に明け暮
れていた私に「このこと一つ」ということを言
われたのであろうか。�
　松原先生は、清沢満之先生については常に全

身で語られた。しかし、ご自分のことは多くは
語られなかった。その先生が、ご自坊でのこの
世の最後の暁天講座において、自らを真夏に身
命を擲って鳴く蝉に例えての大獅子吼の中で、
ご自身の大学進学する時の、病気で臥している
御母堂との「たとえ私が死んだとしても、本当
の仏教がわかるまで、この寺に帰ってくるな」
という約束のことを話されたのである。そのと
おり、先生は、母の死に出遇えなかったのであ
る。そういう仏法大事という母の願いが、先生
の全生涯にわたって厳格に、そしていきいき
と、働きづめに働いていたのであろう。�
　松原先生は、大谷大学で、曾我量深先生に師
事された。その曾我先生が、1930年に「異安
心」ということで大学を追放されたのである。
当時、学生であった松原先生は、その追放反対
運動に身を投じておられたが、その甲斐むなし
く挫折し、深い虚無と絶望の淵に立たされた。
ここに松原先生は、そのような暗闇を懐いたま
ま、加賀の高光大船先生の夏期講習会に転がり

込まれたのである。そして、高光先生に「宗教
はあくまで時代文化の光となり援助者となるで
しょうか」との苦悩を告白されたのである。社
会に有益な宗教を求めようとする思いは、マル
クス主義が世相を風靡していた当時の若き学仏
の徒にとって、極めて深刻な課題であった。�
　そのような松原先生の問いに、高光先生はす
かさず「捨てたらよい。宗教は一文にもなら
ぬ」と応えられたのである。社会に有用な真宗
への思いを、一刀両断、「一文にもならぬ」と、
斬り捨てることで、仏法の真髄を示されたので
ある。�
　ここに松原先生は、唯物史観の陰に身を潜め
て、仏智疑惑に沈む自分自身に頷かざるを得な
かった。それは、社会有用の仏教を追及せんと
する「インテリの苦悶」の消滅を意味する頷き
であった。かくて「インテリ」を美しく脱ぎ捨
てることのできた松原先生の目前には、厳然と
「このこと一つ」の公明正大な世界が広がった
のである。顧みれば、「地位・名誉・財産を愛

する人は、人を愛せない」とは、エピクテタス
の至言であったが、先生はその言葉を生涯大切
にされ、実践されていた。�
　松原先生は、郷里の越前大野をこよなく愛
し、親鸞聖人と同様に「群萌のこころ」を尊ば
れていた。その先生が、私に「このこと一つ」
を告げられたのである。すなわち、それは少な
くとも、「インテリ」のための学問の奨励でな
かった。そうではなくて、先生は、「群萌のこ
ころ」とも言うべき「このこと一つ」の世界へ
の気づきを、私に願われていたのである。それ
は、「学問」のみならずあらゆるものに通底す
る「一如」の教示でもあった。そのような松原
先生の御心が、今ここに、温かく偲ばれるので
ある。�

�
（みずしま　けんいち　助教授　真宗学）�

「このこと一つ」の学問�
水島　見一�

だい� じ� し� く�

うなず�

うなず�

なげう�
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年度末・年度始めの日程

教　務　部

2005年度末
後期試験　１月24日c～２月２日e 聴講登録表提出期間

４月13日e～17日b

2006年度始め
オリエンテーション開始

４月４日c

前期授業開始 ４月10日b

修士論文・卒業論文の口述試問等の日程
2005年度提出の修士論文・卒業
論文について、口述試問を次のと
おり実施します。日程発表日に
『教務部①』掲示板で時間等をお知
らせしますので、各自確認のうえ
口述試問を受けてください。

日程発表日� 試問期間�

修士論文� １月10日c １月�16日b～２月�１�日�d

卒業論文� １月�17日�c １月�23日b～２月１日d

後期試験について
今年度後期試験は、１月24日c

より２月２日eまでの期間に実施
します。試験方法、時間割等詳細
は、１月10日cに教務部掲示板及
び大学ホームページ「学生向け情
報提供システム」にて発表します。

真宗大谷派教師修練・補任式について
後期修練（文学部第４学年・短期

大学部第２学年主対象）
第１班　２月４日g～２月10日f

第２班　２月14日c～２月20日b

第３班　２月23日e～３月１日d

第４班　３月２日e～３月８日d

前期修練
（短期大学部第１学年主対象）

3月10日f～3月16日e

3月23日e～3月29日d

教師補任式（全学合同）
３月18日g午前中に挙行されま
す。式の時間等詳細は２月27日b

に教務部掲示板にてお知らせしま
す。

後期追試験について
病気・不慮の事故等の事由で後
期試験を受けられなかった学生に
ついて、次のとおり追試験を実施
します。（詳細は『履修要項』で確
認してください。）
１. 受験願受付期間
当該試験実施日から原則として
１週間以内となります。

詳しい日程は教務部掲示板及び
大学ホームページ「学生向け情報
提供システム」で確認してくださ
い。
２. 試験日
２月14日c・15日d（レポート
提出締切日は２月14日cです。）

修了・卒業予定者氏名、並びに諸資格
（教職・保育士・大谷派教師・学芸員・社会福祉士）単位修得合否の発表について

２月27日b午前10時に教務部掲
示板にて発表します。卒業・修了
予定者については大学ホームペー

ジ「学生向け情報提供システム」
にも掲載します。各自確認してく
ださい。

なお、電話等での問い合わせに
は応じられませんのでご了承くだ
さい。
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今年度卒業予定者で、卒業式当
日に卒業証明書・成績証明書（後
期の成績を含むもの）・資格取得
証明書が必要な場合は、次の期間

に申込みをしてください。
２月27日b～３月14日c

卒業式当日、卒業証書・学位記
等と一緒にお渡しします。

学割証・在学証明書・成績証明
書は自動発行機で各自発行してく
ださい。（即日発行、学生証が必要）
ただし、３月24日f～３月31日f

の期間は学年切替え作業のため証
明書が発行できませんので注意し
てください。

※この期間より後の申込みについ
ては、卒業式の翌日以降の発行に
なります。

年度末の証明書発行について

今年度卒業予定者の証明書の発行について

学　生　課

卒業後も開講科目を受講するこ
とのできる「科目等履修生・聴講
生」制度を実施しています。
在学中に資格課程の単位を未修
得のまま卒業した場合等は、この

制度によって必要な科目を履修す
ることができます。
ただし、資格課程を履修希望の
場合、出願資格・受講可能科目等
に条件がありますので、早めに教

務部窓口にて相談してください。
出願書類配布　３月上旬（予定）
出願期間 ４月３日b～４月７日f

科目等履修生・聴講生制度について

３月17日fに卒業・修了される
学生諸君は、卒業式当日に学生証
を返還してください。ただし、学
生証の有効期限は３月31日までで
すので、学割などを使用される方
は後日返還（郵送可）してくださ
い。

在学生については、新年度オリ
エンテーション期間の４月４日c

に「2006年度在籍確認シール」を
配付します。受け取り後、直ちに
学生証裏面のシールを張り替えて
有効期限を更新してください。新
年度のシールが貼付されていない

学生証の返還及び更新について

保証人住所（帰省先など）・現
住所（下宿住所）・電話番号（携
帯電話）などに変更が生じた場合

住所（帰省先・下宿住所）・電話番号等の変更は、速やかに届出を

３月10日f午前10時に教務部掲
示板及び大学ホームページ「学生
向け情報提供システム」にて発表
しますので各自確認してください。

なお、電話等での問い合わせに
は応じられませんのでご了承くだ
さい。

文学部の進級者の発表について

学生証は無効となります。
オリエンテーションは、４月４

日c～４月８日gの予定です。詳
細決定後、３月上旬に保証人宛に
郵送、ならびに学内に掲示します。

は、速やかに学生課で「学籍事項
登録票（変更）」を受け取り、修正
手続きをしてください。修正され

ませんと、大学からの重要かつ緊
急の連絡ができずトラブルの原因
となりますので注意してください。
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2005年度卒業証書並びに学位記授与式を次のとおり挙行いたします。
日程：2006年３月17日f

※証書等の配付方法について

講堂での式典終了後、引き続き各学科ごとに教室に分かれ、証書等を各学科の代表の先生より卒業生の皆さん
１人ずつにお渡しいたします。
卒業予定者のみなさんは、講堂での式典終了後、各学科ごとに指定された教室へ速やかに移動してください。
在学生のみなさんは、卒業生の移動、式典等のスムーズな進行にご協力をお願いします。

※お願い

卒業予定者のみなさんへ：講堂での式典終了後、各学科ごとに指定された教室へ速やかに移動してください。
式典の進行にご協力ください。

在学生のみなさんへ　　：講堂での式典終了後、卒業生の方々に証書等の配布をすぐに行いますので卒業生の移
動、式典等のスムーズな進行にご協力をお願いします。

卒業証書並びに学位記授与式について

第１部�

9時30分� 11時15分� 13時00分� 12時15分�

講　堂� 講　堂� 講　堂� 尋源講堂�

10時30分� 12時15分� 13時50分�

１号館（詳細は後日）�１号館（詳細は後日）� 2号館（詳細は後日）�

対象専攻・学科�

時間�

場所�

時間�

場所�

卒業証書・��
学位記授与式�

学位記・証書・��
履修単位通知書等配布�

大学院：真宗学・仏教学��
　　　　哲学　・社会学��
文学部：真宗学科・仏教学科   
　　　　哲学科・社会学科�

大学院：仏教文化・国際文化�
文学部：史学科・文学科��
　　　　国際文化学科��
　　　　人文情報学科�

短期大学部：仏教科・文化学科
　　　　　　幼児教育科�

真宗大谷派教師��
資格取得コース履修生�

第２部� 第３部� 真宗大谷派教師資格取得��
コース履修生修了証書授与式�

総　務　課

春期休暇を控え、学生諸君の中
には海外渡航の計画を進めておら
れる方も多いと思います。アメリ
カでの同時多発テロ発生以来、戦
争や紛争、また、鳥インフルエン
ザ等、海外で不測の事態に巻き込
まれる危険が増大しています。渡
航にあたっては、以下のホームペ
ージにて、渡航先の治安状況、衛
生状態等を調査し、情報をこまめ
にチェックした上で慎重に計画を
立ててください。利用する旅行会
社・航空会社について信頼できる
会社であるか、緊急連絡体制は万

全か確認してください。また、自
分自身を守るため海外旅行傷害保
険に必ず加入してください。

厚生労働省検疫所ホームページ
（海外渡航者のための感染症情報）
http://www.forth.go.jp/
外務省海外安全ホームページ
http://www.anzen.mofa.go.jp/

渡航については「学生渡航届」
の提出が必要です。指導教員の承
認を得たうえで必ず学生課に提出
してください。

万一、日本到着後に発熱、咳、
嘔吐などの症状がある場合は、す
ぐに最寄りの保健所に電話で相談
して下さい。また、すみやかに大
学へ電話により状況を知らせてく
ださい。

本学連絡先　075-411-8120（保健室）

海外渡航についての注意
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校友センター

本学では、毎年本学を卒業・修
了し、新たに同窓会員となられる
方々を対象に、大谷大学・大谷大
学短期大学部と大谷大学同窓会の
共催で「大谷大学卒業・修了なら
びに同窓会新入会員歓迎祝賀会」
を開催しています。
今年も昨年同様、市内のホテル
を会場として実施し、当日は本学
教職員も出席の予定です。サーク
ルによるアトラクションも企画し
ております。
卒業証書・学位記授与式にご出席
の父母兄姉の皆さまもお誘い合わ
せのうえ、ふるってご参加ください。

■日時　３月17日f

＊卒業証書・学位記授与式終了後
16：30～18：30
■会場　京都ホテルオークラ

４F 暁雲の間
［交通機関］
地下鉄烏丸線「烏丸御池」下車　
〔乗換〕地下鉄東西線「京都市
役所前」下車すぐ
■立食パーティー形式
＊「大谷大学卒業・修了ならびに
同窓会新入会員歓迎祝賀会」の
案内状は、卒業・修了通知書と
ともにお届けいたします。

卒業・修了ならびに同窓会新入会員歓迎祝賀会のご案内

なお、当日は各自会場へご集合
ください。
〈お願い〉祝賀会場は例年大変混雑
しております。会場内は禁煙とさ
せていただきます。また、在学生
の参加はご遠慮ください。

昨年の祝賀会風景

図　書　館

年度末の図書館利用について

2006年１月７日gからの図書館
の開館は次の通りです。

都合により変更がある場合は、掲
示・HPにてお知らせします。

貸出中の図書は、返却日までに

必ず返却してください。

図書館の利用について

レポートの作成や自習などに、ぜ
ひ図書館を活用してください。なお、
図書館を利用するには、次のことに
注意してください。

１.大切な資料を守るため、飲食は禁
止です。また、響流館内は禁煙です。
２.周りの利用者の迷惑になる私語
や、携帯電話の使用は禁止です。

３.借りた資料は次の利用者のため、
期限内にカウンターで返却手続をし
てください。

延滞に伴う貸出・予約停止の処置の変更について

図書館では、利用者の便をはか
るために、利用ルールを図書館規
程として定めています。
本館では、2006年４月１日から、

延滞（返却期限を過ぎても未返却
のことをいう）に伴う罰則の内容

を変更し、返却期限日から超過し
た日数と同日数の間、貸出・予約
停止（従来は、延滞４日めから１
日ずつ最大14日間の貸出・予約停
止）することといたしました。
返却が遅れることにより他の利

用者の不利益となる場合がありま
す。図書・資料は利用者共有の財
産という自覚をもってご利用くだ
さい。

2005年11月
大谷大学図書館長　沙加戸　弘

■平常開館 （月）～（金） ９：00－19：30�
 （土） 10：00－17：30�
 （日・祝日） 休館�
■特別開館 １/７（土）～９（月） 10：00－17：30�
■後期試験 （月）～（金） ９：00－20：00�
対応開館 （土） 10：00－17：30�

 （日・祝日） 休館�
■平常開館 （月）～（金） ９：00－19：30�
 （土日・祝日） 休館�
※２/４（土）～７（火）は、一般入試［第１期］のため、休館�

期　　間� 開 館 状 況�
１月７日g

１月16日b

１月17日c

２月１日d

２月２日e

２月10日f

■短縮開館 ２/13（月）～３/16（木） 10：00－17：30�
 ３/20（月）～３/24（金） 13：00－17：00�
 （土日・祝日） 休館�
※３/７（火）は、一般入試［第２期］のため、休館�
※３/17（金）は、学位記授与式のため、�
利用は返却手続と閲覧のみ�
  ９：00－15：00�

■休館（館内整理）�
 ３/27（月）～４/３（月）�
■入学式  休館�

期　　間� 開 館 状 況�
２月13日b

４月３日b

４月４日c
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－企業経営者による講演会－
2007年３月卒業・修了予定者対象
採用試験を受けるにあたって、企業の経営者は、新卒採用においてどのようなところにポイントをおいて
選考されておられるのかを理解し、今後の就職活動に向けて主体的に取り組んで行くための講演会です。
日時：１月17日c 17：50～19：20
※詳細につきましては、進路就職センター掲示板で確認してください。

－履歴書用写真撮影（有料）－
今後必要となる履歴書用写真を、学内や写真館のスタジオで撮ることができます。それぞれ割安で購入で

きますので利用してください。
◇学内撮影　日時：１月11日d・12日e・13日f 10：00～17：00

場所：至誠館２Ｆ会議室
費用：20枚セット 2,000円・40枚セット 3,000円（税込・CD希望者は500円アップ）

◇スタジオ撮影　：12月１日e～（随時）10枚セット 2,000円　学生証提示
※詳細につきましては、進路就職センター掲示板で確認してください。

－就職ガイダンス－
2007年３月卒業・修了予定者対象
後期試験が終了するころには、いよいよ各企業の本格的な採用活動がスタートします。就職活動にあたっ

ての注意事項・応募書類・その他重要な事項について説明します。
日時：２月15日d 10：00～11：30
場所：1214教室

進路就職センター
進路就職センターは、進学や就職など、進路全般についての相談窓口です。学年を問わず気軽にご相談ください。

財　務　課

2006年度 前期学生納付金（学費）の納入について　納入期限は4月20日e―締切日厳守―です。
前期学生納付金の納入期限は４
月20日e＜銀行受付日付有効・納
入期日厳守＞です。
納入期限までに納入のない場合
は、学則により除籍となりますの
で注意してください。振込依頼書
は、保証人宛に2006年３月31日に
大学より一斉発送します。保証人

住所、現住所、電話番号など、学
籍事項に変更があった場合は必ず
学生課に「学籍事項登録票（変更）」
を提出してください。また、振込
依頼書が届かない場合、または紛
失、破損した場合には再発行しま
すので、財務課まで申し出てくだ
さい。

なお、事情により期限内納入が
困難と予測される場合には、必ず
納入期限までに、学生課に相談し、
学費延納の手続きをしてください。
手続きには「学費延納許可願」

（所定用紙）および学生納付金負担
者の所得証明書（納税証明書・源
泉徴収票等）が必要です。

幼児教育科（幼児教育保育科）�

2006年度前期学生納付金一覧�
学　　　　費� その他の費用�

合　計　額�
授　業　料� 施　設　費�大谷学会費�学 生 会 費 �教育後援会費�

397,500 100,000 1,000

1,000
1,000
1,000

1,000

2,500

2,500
2,500
2,500

15,000

15,000
15,000
15,000

15,000

516,000

591,000
516,000
526,000

316,000

文　学　部�
人文情報学科� 397,500 175,000

大　学　院�

修士・博士後期課程�
（2005年度以前入学生）�
修士・博士後期課程�
（2006年度以降入学生）�

240,000 60,000

1,000 15,000 356,000240,000 100,000

仏教科・文化学科�
397,500

100,000
短期大学部�

397,500
110,000

真宗、�仏教、�哲、�社会、�
史、�文、�国際文化学科�

就職支援企画

（幼児教育保育科は2006年度入学者より適用）
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－学内企業セミナー－
2007年３月卒業・修了予定者対象
学内で開催される合同企業セミナーです。約60社程度の参加があり（２日間合計）、毎年このセミナーから

多くの内定者がでています。実践的な就職活動の始まりともいえる学内企業セミナーで、まずは就職活動が
どのようなものかを体験してください。
日時：２月15日d・21日c 13：00～16：30
場所：博綜館５Ｆ第１・第２会議室
※詳細につきましては、進路就職センター掲示板で確認してください。

－面接実践講座（１日完結型）－
2007年３月卒業・修了予定者対象
これから始まる就職活動において、面接は
ほとんどの企業で実施されます。それほど重
要視される面接の対策講座です。ぜひ受講し、
面接への不安感を取り去りましょう。

受付：１月18日d～２月２日e17：00まで
費用：無料（いずれか１日を選択の上、進路就職センター窓口に申し込むこと）
※受講人数は１日60人です（定員充足次第締切）。

8日d～10日f

13日b～17日f

日　程 時　間

30名 5,000円

3,780円

(学内書店

にて購入)

1月16日b

～1月25日d

定員 受講料 テキスト 受付期間

10：00～15：40

公務員受験特別講習 演習講座

2月

マイクロソフト・オフィス・スペシャリスト対策講習
●第6回

第１学年からのサービス紹介　～キャリア形成を考える～

～資格取得を目指そう～

◎マイクロソフト・オフィス・スペシャリスト

（Word・Excel）対策講習　第6回

仕事をするうえで最も使用されているWord・
Excelについての講習です。また別途申込でマイ
クロソフト・オフィス・スペシャリスト検定試験
も受験できます。

～難関試験に早期から備えよう～

◎公務員受験特別講習　演習講座

公務員希望者を対象に、採用試験に対しての受
験対策講習を開講します。
今回の講習は、地方中級レベルから大卒警察

官・大卒消防職員レベルに向けての政治・経済・
一般知能分野（数的推理・判断推理・資料解釈）
対策となります。受講学年は問いません。

◎第２回教員受験特別講習＜教職教養＞

教員希望者を対象に、採用試験対策講習を開講
します。
今回は、最新の全国採用試験から選んだ問題を
解きながら第１回の学習を復習、深化、統合し、
問題を解くとき横断的考察ができるようにしま
す。受講学年は問いません。

●日程、時間、受講料等については予定です。実施要
項や掲示等に注意してください。

日　程

13日b～17日f

時　間

10：30～16：00 50名 5,000円
受講料に

含む

1月16日b

～1月25日d

定員 受講料 テキスト 受付期間

2月

14：30～16：00

2月

3月

8日d･10日f･13日b

15日d･17日f･20日b

22日d･24日f

1日d･3日f･8日d

10日f･13日b･15日d

20日b･24日f･27日b

29日d･30日e･31日f

日　程 時　間

50名 4,000円 500円
１月23日b

（～17：00）

定員 受講料 テキスト 受付〆切

教員受験特別講習 ＜教職教養＞

８日d・９日e・13日b・14日c

16日e・17日f・20日b
２月

日　程（いずれも13：00～17：30） 会　場

1205教室
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2006年度学費について�

学科�
人文情報学科�

学費�
授　　　業　　　料� 795,000 795,000
施　　　設　　　費� 200,000 350,000
合　　　　　　　計� 995,000 1,145,000

（Ａ）�文学部� （年額）�
真宗・仏教・哲学・社会・史学・�
文学・国際文化学科�

学科�
仏教科・文化学科� 幼児教育科・幼児教育保育科�

学費�
授　　　業　　　料� 795,000 795,000
施　　　設　　　費� 200,000 220,000
合　　　　　　　計� 995,000 1,015,000

（Ｂ）�短期大学部� （年額）�

課程�
修士課程� 博士後期課程�

学費�
授　　　業　　　料� 480,000 480,000
施　　　設　　　費� 200,000 200,000
合　　　　　　　計� 680,000 680,000

（Ｃ）�大学院文学研究科� （年額）�

（2006年度入学者は入学金200,000円必要）�

（2006年度入学者は入学金200,000円必要）�
（幼児教育保育料は2006年度入学者から適用）�

（2006年度入学者は入学金200,000円必要）�
（2006年3月以前の入学者の施設費は120,000円）�

本学では、学生納付金のうち文
学部および短期大学部の授業料に
ついては、毎年一定の算式で改訂
するスライド方式を採用していま
す。
2006年度の文学部と短期大学部
の授業料については今年度同様、
スライド率を0.00％とし、2005年
度の授業料の額（795,000円）の
まま据置とし、施設費も2005年度
と同額の200,000円とします。な
お、大学院の授業料も2005年度の
額（480,000円）のまま据置と致
しますが、大学院の施設費は研究
施設の改善等を鑑み、2006年度入
学生から200,000円と致します。
現在在学されておられる方は、従
来の通り120,000円です。
本学では、2005年度入学生から
カリキュラムの改変を実施し、高
校教育から大学教育へのスムーズ
な導入を図るために、「大学導入
科目（学びの発見）」と「学科導
入科目（専門の技法）」を新設し
ました。文学部の「学びの発見」
では、その授業を補佐するティー

チングアシスタント制を導入し、
綿密な指導を受けることができる
ようにするとともに、ティーチン
グアシスタントである大学院生と
の関係も深まり、授業時だけでな
く、研究室における学習指導へと
発展することを願っています。
また2005年度入学の大学院生か
らはセメスター制を取ることによ
って、大学院生の海外への留学や
外国人留学生の受入等の国際交流
が、より活発になることが期待さ
れます。また、大学院学生の自発
的研究学習活動を確保・促進する
ために、従来の所要単位数を大幅
に減らしました。これにより今ま
で以上に、自らの研究に専念し関
連する研究会等に積極的に参加
し、指導教員からの研究指導を頻
繁に受け、また後輩学生の学習を
支援することも可能となります。
キャンパスの施設整備では、バ
リアフリー化を順次進めており、
2005年度には、響流館から至誠館
までの点字ブロックの敷設や部室
棟にエレベーターを設置し、すべ

ての学生の皆さんが快適に学生生
活を送れるように整備をすすめま
した。
2007年度に到来する大学全入時
代に加え、国立大学の独立法人化
や株式会社設立の大学の認可、第
三者評価制度の導入などによる競
争の激化や国庫補助金の伸び悩み
など、私立大学を取巻く環境は非
常に厳しいものがあります。
このような中で、仏教精神に立
って人間を全体的、根源的に深く
考え、人間として生きる「智慧」
を学修し、人間存在の根源的な解
明が、あらゆる学問・研究に通用
する根本の問いであることを旨と
する本学が、世界に輝く大学とし
て存立することをめざしていま
す。そのためにも、教育研究の一
層の充実をはかり、安定かつ強固
な財務基盤の確立をめざして経営
努力を続けてまいります。ご理解
を賜りますようよろしくお願い申
し上げます。
（大谷大学・大谷大学短期大学部）
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第22回　ル・プラヌールさん（喫茶店）

大学の南隣の喫茶店、ル・プラヌ
ールさんの店長・寺川裕子さんとご
主人の寺川保彦さんにお話を伺いま
した。元々は牛乳屋さんで、学内の
自動販売機でもお世話になっていま
す。

－お店は大学のすぐ隣ですね

うちの本業は牛乳屋ですが、私が
結婚してこの家へ来てからまもなく、
今の散髪屋さんの場所に７坪ほどの
小さな店を出しました。もう26年前
になるかしら。当時は大学の正門が
もっと南、店のすぐ北側にありまし
たね。正門が現在の場所へ移り、う
ちも建て替えて店を今の場所に移し
ました。今、うちにいる猫は"谷大生
まれ"なんですよ。

－当初から学生や職員はよく来店し

ていましたか

もちろんです。昔は軽音楽部や体
育会の学生さんが毎日のように来て
下さっていまして、「"プラ"へ行く」
というのが合い言葉のようなもので
した。先生にも長いおつきあいの方
がおられます。思い出話はたくさん
あり過ぎて、何をお話ししたらいい
のかわからないくらいです。
アルバイトは代々ずっと大谷の学

生さんです。バイトさんの就職や結
婚のお世話をさせていただいたこと
もありますよ。バイトさん同士や、
お客さんとバイトさんとかね。皆さ
んご結婚されてからも、ここでの調
理などの経験がとても役に立ってい
ると言って下さいます。
最近ですが、ジャズ研究会出身で

音楽活動をされていた方がお亡くな
りになり、うちで追悼会がありまし

た。全国から友達が駆け付けられて、
その方の好きなCDをかけて偲んでお
られましたよ。

－人気のメニューやお店のお薦めの

メニューを教えて下さい

一番人気は大谷の学生さんのアイ
デアを基に作ったインディアンピラ
フです。これはヤクルトの古田敦也
監督や元マリナーズの長谷川滋利さ
んが学生時代からお気に入りの一品
なんですよ。古田さんと長谷川さん
は立命館大学野球部の先輩・後輩関
係で、北大路の立命館中学・高校の
裏に野球部の練習場があったので、
帰りによく寄って下さっていました。

－大学の近くの暮らしについて

昔の我が家では私（保彦さん）の
部屋が正門の真上にあり、時計台が
見えて眺めが良かったですよ。桜の
季節になると、お花見に行かなくて
も家で毎日楽しめました。キャンパ
スはまるで森のようで、桜、花梨、
枇杷、金木犀など、季節の花々の香
りがしていました。うちの大おばあ
ちゃんは窓から枇杷の実を取って食
べていましたよ。赤レンガの建物も
木々も美しくて、大学の中を歩くだ
けで清々しい気分になれました。本
当にいい所でしたよ。周囲にも高い
建物はありませんし、この辺りの景
観は素晴らしいものでしたから、昔
は大学で映画の撮影がよく行われて
いました。３ヶ月に１度くらいでし
ょうか。うちの店にも監督さんや俳
優さんたちがたくさん来られました。
今では、たくさんあった桜や立派な
ヒマラヤ杉の並木がなくなってしま
ったのがとても残念です。

グラウンドもクローバーとヒマラ
ヤ杉に囲まれた素敵な場所でした。
町内会の運動会などの催しがあって
よく遊んだものです。近所の人から
牛乳の配達の注文を受けますと、住
所を言わずに「１塁ベースのあたり
の○○です」「３塁の近くの○○です」
と名乗られるのです。うちへの手紙
も「大谷大学南隣」で届いていまし
た。
下宿生の中には、大阪などに就職

が決まっても、お母さんから「引っ
越さないで」と頼まれて、住み続け
て通勤している人が結構おられます
よ。お母さんがここの環境を気に入
られて、泊りがけで京都へ遊びに来
られるためらしいですね。
私（裕子さん）は、高校生の時に

この近くに住んでいた友達を何度か
訪ねたことがあり、土地柄に憧れて
いまして、このあたりに住むのが夢
でした。また母の実家が料理の専門
学校を経営していましたので、何か
料理の仕事がしたい、それも学生さ
んがたくさんいるところでできたら、
という夢を持っていました。ここに
嫁いできて２つの夢がかなったんで
すよ。大学の美しいチャイムの響き
を初めて聴いたときは感動しました。
ここに住んでいたら他には何もいら
ない、と思えるくらいです。京都で
一番良い所ですよ。

いつか時間ができたら大学の生涯
学習講座で学んで、より充実した時
を過ごしたいと思っています。

－ありがとうございました

店長・寺川裕子さんとご主人の保彦さん

人気メニュー インディアンピラフ

烏丸通りに面するお店
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写
真
で
ふ
り
か
え
る

大
谷
大
学
今
昔

二
〇
〇
五
年
度
の
大
谷
大
学
博
物
館
特
別
展
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
十
月
一
日
〜
二
十
三
日
に
か
け
て

「
フ
ァ
ウ
ス
ト
　
伝
説
と
作
品
」
が
開
催
さ
れ
、
三
千
三
百
三
十
三
人
の
来
場
者
を
み
る
盛
況
で
あ
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
新
聞
『FrankfurtN

eue
Presse

』（
十
一
月
三
日
付
）
に
も
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
大
谷
大
学
に
お
け
る
ド
イ
ツ
文
学
の
伝
統
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
た
い
。
大
谷
大
学
の
ド
イ
ツ

文
学
講
座
は
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
西
洋
文
学
第
二
講
座
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
当
時
の
京

都
の
大
学
に
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
文
学
の
講
座
を
有
す
る
大
学
は
、
京
都
大
学
以
外
に
は
な
く
、
画
期
的
な

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
ド
イ
ツ
文
学
講
座
を
支
え
た
の
が
、
大
庭
米
次
郎
、
外
村
完
二
、
中
島
万
次
郎
の

三
教
授
で
あ
っ
た
。

大
庭
米
次
郎
は
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
予
科
教
授
に
就
任
し
、
大
谷
大
学
の
ド
イ
ツ
文
学
を

支
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
学
究
対
象
と
し
て
最
後
に
行
き
着
か
れ
、
も
っ
と
も
心
を
粋
か
れ
た
の
が
、
ゲ
ー

テ
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
で
あ
っ
た
。
日
本
の
文
学
や
芸
能
、
美
術
に
対
す
る
造
詣
も
深
く
、
安
居
に
お
い

て
曽
我
量
深
の
聴
衆
に
な
る
な
ど
、
そ
の
学
問
に
裏
打
ち
さ
れ
た
純
粋
な
人
格
に
刺
激
さ
れ
た
学
生
が
多

か
っ
た
。

外
村
完
二
は
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
予
科
教
授
に
就
任
し
、
ド
イ
ツ
文
学
者
と
し
て
は
『
ヘ

ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
』
等
の
著
書
に
よ
っ
て
、
ま
た
一
方
で
、
映
画
評
論
家
と
し
て
新
聞
や
『
キ
ネ
マ
旬
報
』

な
ど
の
雑
誌
に
毒
気
の
あ
る
筆
致
で
評
論
を
寄
せ
ら
れ
、
日
本
の
多
く
の
人
た
ち
に
影
響
を
与
え
た
名
物

教
授
で
あ
っ
た
。
そ
の
刺
激
的
な
言
葉
も
、
豊
か
な
知
的
創
造
性
と
温
和
な
人
間
性
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
か
ら
、「
と
の
か
ん
」
の
愛
称
と
と
も
に
、
多
く
の
学
生
か
ら
敬
愛
さ
れ
た
。

中
島
万
次
郎
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
京
都
大
学
の
美
学
を
卒
業
後
、
大
谷
大
学
予
科
教
授
に

就
任
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
文
学
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
絵
画
芸
術
の
分
野
に
お
い
て
も
多
く
の
刺
激
を
与
え

ら
れ
、
物
静
か
で
、
穏
や
か
か
つ
厳
正
な
風
格
を
備
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
、
極
め
て
個
性
的
で
、
学
問
の
幅
の
広
い
教
授
陣
に
よ
っ
て
、
大
谷
大
学
の
ド
イ
ツ
文
学

講
座
は
開
か
れ
支
え
ら
れ
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、「
大
谷
大
学
樹
立
の
精
神
」
に
説
か
れ
る
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問
を
は
じ
め
と
し
た
諸
学
問
の
幅
広
い
交
流
の
中
か
ら
、
学
と
し
て
の
仏
教
を
世
界
に

解
放
す
る
こ
と
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
も
の
と
い
え
る
。
特
に
ド
イ
ツ
で
は
学
の
自
由
を
尊
ぶ
こ
と
が

特
徴
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
三
教
授
の
独
自
の
個
性
的
な
学
問
の
ス
タ
ン
ス
に
あ
ま
す
と

こ
ろ
な
く
あ
ら
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

大
谷
大
学
の
ド
イ
ツ
文
学
の
原
点
に
は
、
大
谷
大
学
の
学
問
の
自
由
さ
、
健
全
さ
、
そ
し
て
広
が
り
が

存
在
し
た
。
研
究
の
個
別
分
散
化
の
現
状
に
お
い
て
学
の
交
流
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
現
在
、
先

般
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
　
伝
説
と
作
品
」
は
、
大
谷
大
学
に
と
っ
て
そ
の
学
問
の
原
点
を

ふ
り
か
え
る
機
会
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
さ
さ
き
　
れ
い
し
ん
　
教
授
　
日
本
仏
教
史
）

特
別
展
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
　
伝
説
と
作
品
」
と
ド
イ
ツ
文
学
講
座
を
支
え
た
三
教
授

佐
々
木
　
令
信

大庭教授の旧蔵書『ファウスト』
びっしりと書き込みがされている

外村完二教授中島万次郎教授

ドイツの新聞『Frankfurt Neue Presse』大庭米次郎教授



『中国の歴史12 日本にとって中国とは何か』
礪波　護　共編著
講談社　刊
（2005.11）406頁
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学生相談室から

近
未
来
が
舞
台
の
映
画
を
見
て
い
る
と
、
食

事
の
シ
ー
ン
で
一
日
の
栄
養
素
が
詰
っ
た
ク
ッ

キ
ー
を
一
つ
食
べ
る
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う

と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
現
在
で
も
サ
プ
リ
メ
ン

ト
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
飲
料
な
ど
様
々
な
食
事
が

売
ら
れ
て
い
る
が
、
”食
べ
る
こ
と
“
と
い
う

の
は
体
や
生
命
を
維
持
す
る
た
め
だ
け
な
の
だ

ろ
う
か
。

あ
る
中
学
校
の
不
登
校
生
徒
に
父
子
家
庭
の

た
め
三
食
と
も
渡
さ
れ
た
お
金
で
と
っ
て
い
る

子
が
い
た
。
あ
る
時
、
そ
の
生
徒
が
ひ
ょ
っ
こ

り
と
学
校
に
現
れ
た
。
話
を
聞
い
て
み
る
と
、

食
事
は
食
欲
が
わ
か
ず
、
実
際
は
一
日
一
食
か

二
食
で
、
飲
み
物
だ
け
で
済
ま
せ
る
こ
と
も
あ

っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
か
ら
彼
が
登
校
し
た
時
は

昼
食
だ
け
は
誰
か
と
と
る
よ
う
に
と
考
え
、
教

師
が
必
ず
同
席
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。そ
の
後
、

彼
は
毎
日
登
校
し
、
よ
く
話
す
よ
う
に
な
り
、

友
人
と
遊
ん
だ
り
、
不
潔
だ
っ
た
身
な
り
も
清

潔
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
事
か
ら
、
彼
は
口
に
物
を
入
れ
て
い
る

だ
け
の
”味
も
素
っ
気
も
な
い
“
生
活
（
＝
食

事
）
か
ら
、
感
情
（
＝
味
）
の
あ
る
生
活
（
＝

食
事
）に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

こ
ん
な
風
に
お
い
し
か
っ
た
り
、
ま
ず
か
っ
た

り
、
楽
し
か
っ
た
り
と
味
わ
っ
て
”食
べ
る
こ

と
“
に
は
、
生
活
を
感
情
豊
か
に
味
わ
う
こ
と

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
皆
さ
ん

も
味
わ
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
か
？

（
き
く
お
か
　
ち
な
つ
）

食
べ
る
こ
と

菊
岡
　
千
夏

学生相談室の開室について
場　所

学生相談室
（博綜館１階）

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

1
2
1
2

1

2

1
2
1
2

谷口奈青理

菊岡　千夏
宇佐　晋一
（神経科校医）

佐賀枝夏文

譲　　西賢
菊岡　千夏

菊岡　千夏

10時30分～16時00分

10時30分～16時00分

第２週・第４週
13時30分～16時00分

10時30分～14時00分

10時30分～16時00分

10時30分～16時00分

曜　日 相談室 学生相談員 相談日時

「大谷大学広報06－春」発行のお知らせ
「大谷大学広報06－春」の発行を４月に予定しています。さまざまなエッセイや連絡事項などを掲載する予定です。ぜひお読みくだ
さい。広報は次の場所に置いてありますので、ご自由にお取りください。
①博綜館ピロティー（博綜館入口横） ②学内食堂　③各研究室　④至誠館（学生課カウンター前） ⑤１号館１階　⑥２号館１階　
また、大谷大学ホームページから、バックナンバーを含め広報の閲覧が可能です。
http://www.otani.ac.jp/annai/shuppan/d_kouhou.html

出 版 物 紹 介

『ツォンカパ　菩提道次第大論の研究』
白館戒雲・藤仲孝司　共訳
文栄堂　刊
（2005.9） 466頁

『頼富本宏博士還暦記念論文集
マンダラの諸相と文化　金剛界の巻　胎蔵界の巻』
頼富本宏博士還暦記念論文集刊行会　編
佐々木令信・吉元信行　分担執筆
法蔵館　刊
（2005.11） 金剛界の巻 1026頁　胎蔵界の巻 861頁

『正像末和讃を読む
―悲泣にはじまる仏道－』
木越　康　著
真宗大谷派大阪教務所　刊
（2005.6） 281頁

『続　清沢満之と歎異抄』
延塚知道　著
文栄堂　刊
（2005.12） 86頁
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総合研究室から

1 2 3 4

5 6 7 8 9 1011

1213141516 1718

1920212223 2425

2627282930 31

３月

1 2 3 4

5 6 7 8 9 1011

1213141516 1718

1920212223 2425

262728

２月

赤字は響流館の休館日。 黒字は、９時開室　19時30分閉室　　青字は、10時開室　17時30分閉室
緑字は、９時開室　20時30分閉室　　黄字は、９時開室　18時閉室
※１　３月17日は卒業式のため、15時の閉室予定です。祝賀会等の時間により変更されることがあります。

１月７日（土）、１月８日（日）、９日（月祝）は、卒論提出日直前のため特別開室します。
１月、２月、３月の総合研究室の開室は以下のとおりです。後期試験、卒業式等により変則的な開室日もある
ので、注意してください。
なお、開室日や開室時間の変更は、学生向け情報提供システム、学内掲示板に掲載します。確認してください。

幼児教育科一般研究室から短期仏教科研究室から
○｢卒業研究発表会｣を１月11日d

午後４時10分～（第５･６時限）
に開催します。授業の一環として
行いますので、１･２年生とも必
ず全員出席してください。会場は
響流館３Ｆのメディアホールで
す。詳細については、２号館１階
の幼児教育科専用掲示板でお知ら
せします。
○『大谷大学短期大学部幼児教育
科研究紀要』第７号を発刊しまし
た。幼児教育科の学生の皆さんに

は、授業のときにお渡しします。
○３月中旬に、今年度の２年生が
提出した｢卒業研究｣の要旨集を
『卒業研究第39号』として発刊し
ます。２年生には卒業式の日に、
１年生には進級時のオリエンテー
ション（４月）のときにお渡しし
ます。
○現在、幼児教育科一般研究室の
図書を借りている方は、１月16日
bまでに必ず返却してください。

○３月中旬に『仏教研究紀要』第
28号の発刊を予定しております。
ご希望の方は、研究室までご連絡
ください。

学会だより
真宗学会
『親鸞教学』第86号を刊行予定です。

仏教学会
１月中旬に卒業論文梗概発表会ならびに送別懇談会を開催します｡詳細は後日お知らせします｡

哲学会
２月中旬に「談話会」を開催予定。詳細は後日お知らせします。

国史学会・日本仏教史学会
日本史の会では、隔月で例会を開催しています｡１月28日G、３月25日G 14時から開催する予定です｡
詳細は後日お知らせします｡

文藝学会
『文藝論叢』第65号を刊行しました｡第66号は３月刊行の予定です｡

1 2 3 4 5 6 7

8 9 101112 1314

1516171819 2021

2223242526 2728

293031

１月

＊１
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課程�専　　攻� 募集人員� 区分� 志願者数�受験者数�合格者数�倍率�

真  宗  学�
定員（�20）の�本　学�21（1）�

（0）�
（2）�
（0）�

（0）�
（1）�

（0）�
（0）�
（1）�
（0）�
（2）�
（0）�
（7）�
（0）�

21
2.0

修� 50％程度� 他大学� 5 5 2

仏  教  学�
定員（�20）の�本　学� 7 7 5

1.5

2.0

1.0

50％程度� 他大学� 2 2 1
士�
哲　　学�

定員（�10）の�本　学� 2 2 1
50％程度� 他大学� 0 0 0

社  会  学�
定員（�10）の�本　学� 0 0 0

課� 50％程度� 他大学� 1 1 1

仏教文化�
定員（�20）の�本　学� 4 4 2

2.5
50％程度� 他大学� 1 1 0

程�
国際文化�

定員（�10）の�本　学� 2 2 2
1.0

50％程度� 他大学� 0 0 0

定員（�90）の�
本　学�36 36 21

合　　　計� 他大学� 9 9 4
50％程度�

計� 45 45 25

学 方 �
学　　科� 募集人員� 志願者数� 受験者数� 合格者数� 倍率�

合格者得点�
部 式 � 最高点�最低点�

真 宗 学 科 � 10 27 24 15 1.6 128 94

Ａ �仏 教 学 科 � 10 8 8 7 1.1 129

哲　学　科� 10 21 20 12 1.7 134 98

社 会 学 科 � 20 103 101 35 2.9 123 97

方� 史　学　科� 10 58 57 15 3.8 131 106

文　学　科� 10 49 49 18 2.7 130 105

国際文化学科� 10 35 35 20 1.8 126 97

式� 人文情報学科� 10 35 35 17 2.1 109 93

合　　　　計� 90 336 （133）� 329 139 （71）� － � － �

真 宗 学 科 � 10 33 32 15 2.1 123 99

Ｂ �仏 教 学 科 � 10 11 11 11 1.0 113 71

哲　学　科� 10 47 46 29 1.6 126 98

社 会 学 科 � 20 199 198 38 5.2 134 105

方� 史　学　科� 10 136 134 24 5.6 140 112

文　学　科� 10 107 107 23 4.7 122 107

国際文化学科� 10 69 32 2.2 127 99

式� 人文情報学科� 10 73 73 18 4.1 124 101

合　　　　計� 90 676 670 190

（1）�

（1）�

（14）�

（9）�

（20）�

（20）�

（9）�

（100）� － � － �

文　学　部　合　計� 180 1,012 （421）� 999 （418）� 329 －� －� －�

Ａ�
仏  　教  　科� 13 12 12 12 1.0 113 64

方�
文　化　学　科� 15 22 22 22 1.0 119 77

幼児教育保育科� 12215 124 17 7.2 129 107
式�

合　　　　　計� 43 158 156 51 － � － �

Ｂ�
仏　  教  　科� 10 12 12 12 1.0 108 67

方�
文　化　学　科� 15 42 41 41 1.0 124 84

幼児教育保育科� 15 152 143 21 6.8 132 114
式�

合　　　　　計� 40 206 196 74

（3）�

（34）�

（19）�

（56）� － � － �

短期大学部合計� 364 （290）� 352 （279）� 125 （90）�

（171）�

－� －� －�

総　　　　　　　計� 263 1,376 （711）�1,351 （697）� 454 （261）�－� －� －�

文�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
学�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
　�
部�

短�
　�
期�
　�
大�
　�
学�
　�
部�

（0）�

（0）�

（18）�

（29）�

（18）�

（13）�

（12）�

（43）�

（12）�

（43）�

（17）�

（29）�

（18）�

（13）�

（0）�

（0）�

（132）�

（0）�

（0）�

（8）�

（21）�

（5）�

（15）�

（15）�

（7）�

－ �

67

70

（2）�

（1）�

（19）�

（89）�

（45）�

（64）�

（42）�

（26）�

（288）�

（2）�

（1）�

（18）�

（89）�

（45）�

（64）�

（41）�

（26）�

（286）� － �

（26）�

（6）�

（16）�

（102）�

（124）�

（6）�

（16）�

（100）�

（122）�

（6）�

（16）�

（12）�

（34）�

（3）�

（35）�

（128）�

（166）�

（3）�

（34）�

（120）�

（157）� － �

83

（7）�

（1）�11 （1）�
（0）�
（2）�
（0）�

（0）�
（1）�

（0）�
（0）�
（1）�
（0）�
（2）�
（0）�
（7）�
（0）�
（7）�

（0）�
（2）�
（0）�

（0）�
（1）�

（0）�
（0）�
（1）�
（0）�
（2）�
（0）�
（7）�
（0）�
（7）�

2006年度 公募制推薦入試結果�

2006年度 大学院秋季試験（修士課程）結果�

注：（　　）内数字は女子内数。�

課程�専　　攻�募集人員�区分�志願者数�受験者数�合格者数�倍率�

真  宗  学�
本　学�1 （0）�

（1）�
（0）�
（0）�

（0）�
（0）�

（0）�
（0）�
（0）�
（0）�
（0）�
（0）�
（0）�
（1）�

1
1.0

修� 他大学�2 2 2

仏  教  学�
本　学�0 0 0

－�

1.0

－�

他大学�0 0 0
士� 若

　
干
　
名�

哲　　学�
本　学�0 0 0
他大学�1 1 1

社  会  学�
本　学�0 0 0

課� 他大学�0 0 0

仏教文化�
本　学�0 0 0

－�
他大学�0 0 0

程�
国際文化�

本　学�0 0 0
－�

他大学�0 0 0
本　学�1 1 1

合　　　計� 他大学�3 3 3
計� 4 4 4（1）�

（0）�1 （0）�
（1）�
（0）�
（0）�

（0）�
（0）�

（0）�
（0）�
（0）�
（0）�
（0）�
（0）�
（0）�
（1）�
（1）�

（1）�
（0）�
（0）�

（0）�
（0）�

（0）�
（0）�
（0）�
（0）�
（0）�
（0）�
（0）�
（1）�
（1）�

2006年度 大学院社会人入試（修士課程）結果�

学　部� 学　科� 募集人員� 志願者数� 受験者数� 合格者数� 倍率�
最低点�最高点�

合格者得点�

仏教学科�文 学 部� 10 31（10）� 23（10）�31（10）� 1.3 86 63

2006年度 自己推薦入試結果�

注：（　　）内数字は女子内数。�

注：①（　　）内数字は女子内数�
　　②得点は150点満点�

注：①（　　）内数字は女子内数�
　　②得点は100点満点�

－ �
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■入学試験のお知らせ

大谷中学校入学試験（2006年度）

大谷高等学校入学試験（2006年度）

◆2006年度一般・社会人入試日程

■ 今熊野セミナーのお知せ　（2005年度最終回）

2006年１月31日c 午後２時～午後４時まで（第１会議室にて）
講話内容 『宗教教育とは』
講　師　　 真城義麿学校長

大谷中学校・大谷高等学校からのお知らせ

九州大谷短期大学からのお知らせ

※知進寮入寮生試験について（出願には、本校が定める規定があります。）

※高校入学試験について（バタビア・インテグラルの２コースあり）

（電話等での問い合わせには応じられませんので、あしからずご了承ください。）

出願日
１月４日d～１月６日f

出願日
１月25日d～１月28日g９：00～16：30まで
本校事務室窓口または郵送（必着）

試験科目
国語・社会・数学
理科・英語（リスニングはなし）
各科目　100点満点・各50分

合格発表
２月13日b 受験生宛に郵送

２月14日c ９：00、ホームページにて公表（受験番号のみ）
http://www.otani.ed.jp/

試験日
１月15日a 午前９時より試験開始

（英語・作文・面接）

試験日
２月10日f ９：00より開始

郵送出願｛12月21日dから12月26日bまで｝消印有効
願書受け付け

窓口出願｛１月５日e・６日f９：00～16：30まで｝

※専攻科・福祉専攻入試もございます。
※長期履修学生制度については広報室まで
お問い合わせ下さい。
お問い合わせ
九州大谷短期大学広報室（TEL0942-53-9900）

一般入試Ａ
社会人長期履修
（第２次募集）

１月16日b

１月31日c

２月20日b

２月28日c

３月15日d

３月24日f

２月４日g

出願期間 試験日

３月４日g

３月29日d

一般入試Ｂ
社会人長期履修
（第３次募集）

一般入試Ｃ
社会人長期履修
（第４次募集）

〜

〜

〜

◆「真宗大谷派教師試験検定」準備学習会のご案内

大谷派教師資格試験検定受検のために

真宗の教えを基礎から系統的に学ぶために

１.会場／本学生涯学習センター
２.開設期間／２月14日c～２月23日e

※18日g・19日aは休講
３.講義科目／①真宗学②仏教学③教化学

④声明作法⑤法規
４.受講希望受付／12月22日eまで
５.受講手続期限／１月31日cまで

※事前に申込み連絡をしていただいた上での
願書提出・受講料納付の期限となっております。

お問い合わせ
九州大谷短期大学総務課（TEL0942-53-9900）

Ｓ入試 １月14日g９：00より

試　験　日 入　試　科　目 合格発表日時・場所

１月17日c 午前10時より
本校で提示します。

国語・算数・作文

国語・算数・理科・社会１月15日a９：00よりＡ入試
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TANIDAI FRONT
2006年冬季生涯学習講座案内

学びたい
気持ちに
こたえま

す！

案内パンフレットをご希望の方は、下記までお問合せください。
また受講申し込みの際には、ハガキ、FAX、Eメールいずれかにて、
①講座名、②氏名・フリガナ、③〒・住所、
④電話番号を明記してください。

連絡先
教育研究支援課KO係
TEL：075－411－8161 FAX：075－411－8162
MAIL：opensemi＠sec.otani.ac.jp
※講座名、日程、受講料など変更になる場合があります。
その旨ご了承いただきますようお願いいたします。

紫明講座

○真宗本廟（東本願寺）造営の軌跡　－造営と四度に及ぶ再建をめぐる仏教史－
東本願寺は正しくは真宗本廟と称します。「なぜ真宗本廟か？」を尋ね、本廟が本願寺という寺院となった道、

および東西本願寺ができた経緯、さらに東本願寺ができて以降の焼失の連続と門徒の力による再建の歴史。それら
を「真宗本廟（東本願寺）造営の軌跡」というテーマで、専門研究者が分かりやすくリレー講義します。東本願寺
の造営と再建をめぐる親鸞・蓮如ほかの先師と、あまたの真宗門徒たちによる信念の合力の軌跡をたどります。

大谷大学では様々な教養をお求めの方に、本学の知的資産をベースとした生涯学習講座を開講しています。本学ならでは
の宗教・信仰を求めていく講座、21世紀をいかに生きるのかをテーマとする最先端講座、京都の文化の奥深さを知る講座。
切り口は多様ですがそこには常にひとのこころが流れています。これからも大谷大学の生涯学習講座にご期待ください。

プログラム：
① 2月16日e 14：00～15：30
「親鸞と真宗本廟の草創、そして本願寺の成立」
② 2月23日e 14：00～15：30
「両堂形式の成立と戦国時代の堂舎」
③ 3月２日e 14：00～15：30
「江戸期に繰り返された焼失、そして明治期の再建」
④ 3月９日e 13：00～15：00
「真宗本廟フィールドワーク」
現地にて法話、瓦洗い、修復現場視察（予定）

講　師：礪波護（本学教授）
会　場：響流館３Fメディアホール
定　員：100名
受講料：3,000円
締　切：２月15日d17：00

プログラム：
①３月１日d 14：00～15：30
「仏法東漸－石窟寺院と漢訳仏典－」
②３月８日d 14：00～15：30
「関所と旅行証明書－求法僧とソグド商人－」
③３月15日d 14：00～15：30
「シルクロード探検史－敦煌文献とトルファン文書－」

○アジアを行く① 高原の祈り－チベットの宗教と文化－
チベットは、世界の屋根ヒマラヤをはじめとする雪山に囲まれた高原地帯である。そこには複雑な地形や、独

特の気候の影響で多種多様な動植物が息づく。そうした自然環境の中で暮らすチベットの人々にも、近代化の波
はおしよせている。
しかし彼らは祈りを忘れたわけではない。チベットの宗教と文化、そこから我々は何を見つけだすのだろう。

プログラム：
①２月23日e 17：50～19：20
「ツァムパ（麦焦がし）とバターの香り－チベット人の衣食住－」
②３月２日e 17：50～19：20
「タルチョ（祈りの旗）とチョルテン（仏塔）－チベットの宗教文化－」
③３月16日e 17：50～19：20
「本当の幸せを求めて－チベット仏教の祈り－」

講　師：福田洋一（本学教授）、三宅伸一郎（本学講師・コーディネーター）
会　場：響流館３Fメディアホール
定　員：100名

受講料：3,000円
締　切：２月９日e当日消印有効

講　師：木場明志（本学教授・コーディネーター）、
草野顕之（本学教授）、東舘紹見（本学講師）

会　場：響流館３Fメディアホール
定　員：講座100名　フィールドワーク40名
受講料：講座＋フィールドワーク 4,500円

講座のみ 3,000円
締　切：２月２日e当日消印有効

○アジアを行く② シルクロード－仏法東漸の道－
シルクロードとは、現在の日本では、中国と西方のシリアやローマを結

んだ三幹線、〈草原の道〉と〈オアシスの道〉および〈海の道〉の総称と
して用いる場合が多いようです。
しかし本来は、隊商が中国の特産品である絹を、洛陽や長安（西安）から

西方の諸地域に運んだ、中央アジア経由の〈オアシスの道〉を指します。
今回は、仏法東漸の道でもある、狭義のシルクロード〈オアシスの道〉の
東端に位置する敦煌やトルファンにも焦点をしぼり、東西交渉の諸相につ
いて講義します。
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谷 口 　 奈 青 理 �

マナーモード�

学生に所用で電話をかける。今
時のこととて相手は携帯電話であ
る。
わたし「○○さんですか？ゼミ
の教員の谷口ですが」
学生「（ひそひそ声でぼそっと）
今電車なんで。後でかけなおして
もいいですか？」カタチは問いか
けでありながらも、ろくにこちら
の返事も聞かず、電話は、ぷっと
切られる。見事である。あるいは
また新幹線の中で、若い男の人が
突然立ち上がり、デッキへすっ飛
んでいく。マナーモード設定中の
携帯電話に着信したのだ。これに
対し、大きな着信メロディー（し
かもかなり特徴的な）を長々と鳴
り響かせ、席についたまま大声で

定なし」、「いけないって知ってい
るけど、やっちゃうもんね」とい
うのが「マナー解除」である。
たしかに育つ過程でおとなは

「電車でお化粧しちゃいけません」
と教えてはいない。そんなことを
するとは思ってもいないからであ
る。「つつしみ」という基本コン
セプトさえしっかり共有していれ
ば、あらゆる場面でそうふるまえ
るようになるというのが伝統マナ
ーモードの考え方である。しかし
今の若い人にそれは通用しない。
いちいち「設定」が必要なのであ
る。しかも「想定外」の事態が多
いため、どうしても設定は後手後
手に回る。それではひとつひとつ
教えれば伝統マナーを守るかとい
うと、必ずしもそうでもない。
「マナー解除」があるのだ。意外
かもしれないが、彼らには公私の
区別はばっちりついている。自分

の部屋では決してしないようなマ
ナー違反を、公共の場で、あえて
やるのだ。そこには伝統マナーモ
ード的な「いい子」をすることへ
の照れやてらいもあるのだろう。
かたや若い人が作り出す、新し
いものに関してどうしたらお互い
が気持ちよくいられるかをコンセ
プトとするマナー。こちらも仮に
「イマドキ・マナーモード」と名
づける。意識の高い人たちによっ
て、新しい時代、社会、事態に柔
軟に対応し、「今ここ」での状況
に応じて、たんびたんびに作り出
される、生きたマナーモードであ
る。その特徴は絶えず更新されて
いくこと。「遵守」を旨とする伝
統マナーモードとは正反対とも言
える。
おとなも若い人もお互いのマナ
ー意識の違いを「マナーモード」
の違いと認識し、両モードを柔軟

に往復することができたなら、全
体のマナーも少しは向上するので
はないか。とくにおとなサイドに
おける「イマドキ・マナーモード」
の設定が遅れている。
しかししかし！マナーが悪いと

いうことに関していえば、「オバ
サン」といわれる人々の右に出る
ことができる者が、はたしている
であろうか？さらに言えば、「オ
バサン」性とは実は、性別に関係
なく、またありとあらゆる年齢層
に広く遍く見い出し得る、一種の
性質、特性なのである。若くても、
あるいは男性であっても、「オバ
サン」度の高い人はいくらでもい
るのだ。お互い、おおいに自戒し
たいものである。

仕事の話を始めるのは、圧倒的に
「オヤジ」である。彼の電話はマ
ナーモードに入っていない。携帯
電話のマナーモードにもいろいろ
ある。「通常マナー」「おやすみマ
ナー」などなど。そこで携帯電話
以外のマナーにも、いろいろある
のではないかと考えてみた。
おとなと若い人に関して言え

ば、これは明らかにモードが異な
っていると思われる。
他人に不快な思いをさせないよ
う、人さまの前では自らの行動を
「つつしむ」ことをコンセプトと
するおとなのマナーを、いま仮に
「伝統マナーモード」と名づける。
昔から伝えられてきた行動様式
で、それを遵守することを小さい

時から仕込まれて育つ。このモー
ドの弱点は、新しい事態を取り込
めないその固さである。「オヤジ」
は不快にさせようとして席でしゃ
べるわけではない（と信じたい）。
「それはしてはいけないことです
よ」と小さい時に教わっていない
だけなのだ。
若い人はマナーが悪いと言われ

ることが多い。いわく、電車の中
で堂々とお化粧をする、どこにで
もべたべた座り込む、学食の食器
を灰皿にする、ごみは置きっぱな
し。これは伝統マナーモードの
「設定なし」と「マナー解除」で
あると考えることができるだろ
う。「しちゃいけないって教わっ
てないもんね」というのが「設

（たにぐち　なおり

助教授　臨床心理学）

←


